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ＢＰＭ
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１．基本アプローチ＝ＢＰＭアプローチに準拠

（１）ＢＰＭとは～ＢＰＭの定義

日本ＢＰＭ協会による定義を引用

パフォーマンス向上
プロセス差別化による競争力強化

高いＱＣＤレベルの保証

パフォーマンス向上
プロセス差別化による競争力強化

高いＱＣＤレベルの保証

俊敏な変化対応
柔軟な業務基盤構築
組織の学習能力向上

俊敏な変化対応
柔軟な業務基盤構築
組織の学習能力向上

ガバナンス向上
迅速・適切な意思決定
規制対応／内部統制

リスク／インシデント管理

ガバナンス向上
迅速・適切な意思決定
規制対応／内部統制

リスク／インシデント管理

ビジネス・プロセス・マネージメント（ＢＰＭ）は、組織活動のパフォーマンス・変化対応・

ガバナンスの向上に向けて、ビジネス・プロセスの可視化・実行・改善サイクルを

人・組織とＩＴにより、迅速に実現するマネージメントの考え方・領域です。

企業経営
事業戦略

人（現場） ＩＴシステム

ビジネス・プロセス
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ビジネス・プロセスが存在しない会社は、ありません。

しかし、ビジネス・プロセスのマネージメント（ＢＰＭ）が、機能しないことに起因

する課題を抱えた会社は多く存在します。。。

3

１．（２）ＢＰＭが機能しない会社の姿

乖 離

ＢＰＭの大家であるアウグスツ・ビルフェルム・シェアー博士(独)提唱の企業構造モデルに加筆・修正

経営戦略

業務実態

企業経営
事業戦略

先が読めない先が読めない

業績を上げる
業革ポイントが
業績を上げる
業革ポイントが

解らない

明確なＩＴ投資
効果が読めない
明確なＩＴ投資
効果が読めない

先が読めない先が読めない

人(現場)

ﾋﾞｼﾞﾈｽ・ﾌﾟﾛｾｽ
このような会社では、ビジネス・プロセスが

現場に偏っている場合が多い。

ＩＴ ｼｽﾃﾑ
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ＢＰＭ
ビジネス・プロセス
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１．（３）ＢＰＭが有効に機能する会社の姿

パフォーマンス向上
プロセス差別化による競争力強化

高いＱＣＤレベルの保証

パフォーマンス向上
プロセス差別化による競争力強化

高いＱＣＤレベルの保証

俊敏な変化対応
柔軟な業務基盤構築
組織の学習能力向上

俊敏な変化対応
柔軟な業務基盤構築
組織の学習能力向上

ガバナンス向上
迅速・適切な意思決定
規制対応／内部統制

リスク／インシデント管理

ガバナンス向上
迅速・適切な意思決定
規制対応／内部統制

リスク／インシデント管理

①

②

③

④
①

③ ②④

ＢＰＭの大家であるアウグスツ・ビルフェルム・シェアー博士(独)提唱の企業構造モデルに加筆・修正

経営戦略

業務実態

会社の中で、ＢＰＭを機能させるということは、戦略と人とＩＴがつながるように、

①経営目標を正確に捉え、②現状プロセスとのギャップを明確にした上で、③

再設計・最適化検証をし、④実現・実行するサイクルを回すことです。

企業経営
事業戦略

人（現場） ＩＴシステム



© BPM-navigator -Fumiaki Okawara 2018. All rights reserved. 5

１．（４）ＢＰＭ推進基本フレームワーク

『BPMによるビジネスプロセスの改革の進め方ガイド』として、日本ＢＰＭ協会

では、以下のフレームワークを提唱している。

０．着眼・始動

・ビジネスプロセス改革の背景、目的、方法、体制を明確にする。

１．可視化

・プロセスの現状をモデル化し共通認識と目標・課題を設定する。

２．再設計

・課題を解決し、実行可能なプロセスを設計する。

３．実装・配備

・プロセスの自動化設計から実装・配備までを行う。

４．業務運用

・日常業務をワークフローとモニタリングを活用して効率的に

遂行する。

５．運用最適化

・モニタリングデータを基にプロセスのボトルネック解消、

リスク対応の改善を行う。

６．新たな着眼

・より高いレベルの目標に向けて着眼を設定する。

2010日本BPM協会

可視化
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４． 実績

（１）基本タスクと手順全容

（２）タスク内容と標準スケジュール【素早く対応】

１． アプローチの基本コンセプト～BPMとは

（３）ＢＰＭ推進の落とし穴と回避法【実績ノウハウに裏付けらた推進】

２． ＢＰＭアプローチによる『企画～業務要件定義』
フェーズのタスク内容と特長

３． 『企画～業務要件定義』ﾌｪｰｽﾞの基本手順と成果物
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２．（１）基本タスクと手順全容

特に、スタートとなる１．モデリング（現状業務分析）と２．（新プロセスの）再設計をそれぞれ、

『ＢＰＭコンサルティングサービス フェーズ１、フェーズ２』と呼び、標準工数として、

フェーズ１を１０日間、フェーズ２を２０日間で、まとめるＱｕｉｃｋＷｉｎ※なサービスです。

分析・評価

Ｋ
Ｐ
Ｉ
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

最適化設計

Ⅲ

．
定
着
・維
持
継
続
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続
的
改
善
フ
ェ
ー
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全
社
戦
略
の
明
確
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ロ
ジ
ェ
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ト
方
針
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明
確
化

現
状
プ
ロ
セ
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課
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（
現
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声
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抽
出

投
資
効
果
を
見
据
え
た
課
題
解
決
方
針
提
案

戦略方針面

新
業
務
試
行
運
用

新業務全面実施

効果
測定

改善

パラメータ設定

Ａｄｄ-On開発

Ｅ
Ａ
Ｉ
開
発

プ
ロ
ト

プ
ロ
グ
ラ
ミ
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グ

評
価

テ
ス
ト

総
合
試
験

カ
ッ
ト
オ
ー
バ
ー

効
果
測
定

個別ｼｽﾃﾑ新規開発

既存ｼｽﾃﾑ追加開発

（開発）運用面

Ⅰ．業務設計フェーズ Ⅱ．施策具現化・実装フェーズ

システム構築フェーズ

残
課
題
整
理

業
務
プ
ロ
セ
ス

見
直
し
に
よ
る
解
決

Ｉ
Ｔ
に
よ
る
解
決

現
場
改
善

間
接
業
務

改
善

ク
ラ
ウ
ド

ＪＩＴ

６σ

・・・

ﾘｽｸﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄ

人員配置最適化

BPO(業務ｱｳﾄｿｰｽ)

SaaS/PaaS/
IaaS

S
-
B
P
M

(

つ
な
ぐ)

データセンタ
(ﾎｽﾃｨﾝｸﾞ/ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ)

プロセス設計面 施策方針面 施策設計面

固
有

シ
ス
テ
ム

ﾊﾟｯｹｰｼﾞ採用

ｽｸﾗｯﾁ開発

新
業
務
方
針
・
新
シ
ス
テ
ム
化
方
針
・
期
待
効
果
の
明
示

／
（
Ｒ
Ｆ
Ｐ
と
し
て
の
ま
と
め
の
場
合
あ
り
）

現
業
部
門
・
幹
部
と
の
擦
り
合
わ
せ
に
よ
る

新
プ
ロ
セ
ス
定
義

新
プ
ロ
セ
ス
方
針
策
定 センタ設計

パブリック

プライベート

フェーズ２
（To-Be)

フェーズ１
(AS-IS)

システム在りき（部分）だけの
可視化・分析ではありません

※「Quick Win」は、ＩＴＩＬ®v3.1.24の用語で、『比較的少ないコストと労力によって、短期間で投資収益率を達成すると予想される改善活動』という意味。
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２．（２）タスク内容と標準スケジュール

以下が、ＢＰＭコンサルティングサービス フェーズ１、フェーズ２の標準的なスケジュールです。
キーマンの確実な参画・協力を得るべく、（正味１０日間／フェーズ１）＋（２０日間／フェーズ２）
に対し、 期間は、（１か月／フェーズ１）＋（２か月／フェーズ２）を予定します。

工数 1ヶ月目 2ヶ月目 3ヶ月目

BPMコンサルティングサービスフェーズ／タスク 正味
日数

◆フェーズ１：現状分析フェーズ

1.1 全社戦略の明確化 今回の範囲だけではなく、全社に渡る戦略目標
を明確に可視化する（今回範囲の成果が、他の
目標を妨げることの無いように進めるため）。

0.5

1.2 プロジェクト方針の明確化 対象とする業務範囲と成果レベルについて合意
形成する。

0.5

1.3 現状プロセスの可視化と課題抽出 1.2で対象とした業務範囲をヒアリングし、ARISメ
ソッドに従ってモデル化する。

9.0

1.4 投資効果を評価した課題解決方針提案 1.3でモデル化した各プロセス／業務で発生して
いる課題を分析し、効果的解決方針を提案。

2時間

◆フェーズ２：新業務定義

2.1 新プロセス方針策定 1.4の成果を基に、対象業務の流れ（プロセス
チェーン）をモデル化し、関係者全員の成果目標
の意識合わせを図る。

3.0

2.2 現業部門・幹部との刷り合わせによる
新プロセス定義

2.1のプロセスチェーン上の個々のプロセスにつ
いて、新しいオペレーションフローを定義する。

10.0

2.3 残課題整理 全ての課題解決に対して、優先付けし、弊社に
てリード・提案。

2.0

2.4 新業務方針・新システム化方針・期待効
果の明示

／（ＲＦＰとしてのまとめの場合あり）

必要な具現化の方針（範囲、体制、効果、費用、
等）とシナリオを策定する。要望に応じて、ＲＦＰと
してまとめ、実装フェーズの提案収集に繋げる対
応も可。

5.0

総括報告会（幹部向け） 2時間

フェーズ１
現状業務分析
フェーズ１

現状業務分析

フェーズ２
新業務定義
フェーズ２
新業務定義

●

●



© BPM-navigator -Fumiaki Okawara 2018. All rights reserved.

可視化
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２．（３）ＢＰＭ推進の落とし穴と回避法

０．着眼・始動

・ビジネスプロセス改革の背景、目的、方法、体制を明確にする。

１．可視化

・プロセスの現状をモデル化し共通認識と目標・課題を設定する。

２．再設計

・課題を解決し、実行可能なプロセスを設計する。

３．実装・配備

・プロセスの自動化設計から実装・配備までを行う。

４．業務運用

・日常業務をワークフローとモニタリングを活用して効率的に

遂行する。

５．運用最適化

・モニタリングデータを基にプロセスのボトルネック解消、

リスク対応の改善を行う。

６．新たな着眼

・より高いレベルの目標に向けて着眼を設定する。

①①

②②

② 業務可視化の落とし穴

ＢＰＭ推進には、多くの落とし穴があります。ここでは、典型的な５つの落とし穴

と推奨する回避法を紹介します。

③③

③ 対策立案の落とし穴

上記以外にも、多くの“落とし穴”が待ち
受けています。落とし穴に落ちないための
重要成功要因は、『プロセス指向で立ち
返ることの出来る設計が出来ているか』
です。

④④

④ 実装時の落とし穴
⑤⑤

⑤ ＢＩ実装時の落とし穴

① 目標設定時の落とし穴
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２．（３）①目標設定時の落とし穴と回避法

以下は、ＢＰＭ活動を始める一般的な“きっかけ”です。これに対する最初の目標

設定如何で、成功と失敗が分かれると言っても過言ではありません。

１．間接コスト削減

２．業務効率化・スピードアップ

３．ペーパーレス・手書き伝票の排除

４．手作業の自動化

５．蓄積データ／情報活用

６．システム刷新／再構築

まず上記は、必要と考えられる“施策/対策”であり、会社が必要とする
真の目標ではないことを見抜くことが、最初の重要成功要因です。
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２．（３）①目標設定時の落とし穴と回避法

例えば、前頁３項の“ペーパーレス化”を目標と取り違えてＢＰＭ（そもそもＢＰＭと言

えまえせんが、）する場合と、正当な進め方の違いを以下に対比してみましょう。

失敗に陥り易いパターン

目標
設定

「よし！
ペーパーレス化を目指して
業務改革するぞ！」

分析

結果
まとめ

「現物、伝票/帳票を
すべて集めたぞ！」

「それらを処理する
業務一覧と掛かる
工数も調べたぞ！」

管理 月に５件 １０分 ○ 社判（?も）押印と管理表の作成

管理 月に２件 １０分 ○ 社判（?も）押印と管理表の作成

管理 月に２件 １０分 ○ 期限のアラームと社判（?も）押印と管理表の作成

月３件 ○ 自治体からの更新書類手続き、支払は店長

日２件 １０分 ○ 特に問題ないが、ＨＫとの重複業務とも言える

日４件 １件に７～８分 ○ ＨＫ百田さんに同じ

管理 日に３～５枚 ○ 保管業務のみ

管理 月に１０件 ○ まったくの管理業務

毎月１回 ○ 稟議確認と経理への情報提供

管理 毎月１回 ２時間 ○ 他部署の業務の確認

都度 １５分/件 ○ 浜勝はどうしてる？

都度 １５分/件 ○ 要変更

都度 １５分/件 ○ 要変更

毎月１回 １時間 ○ 浜勝方式へ変更する

毎月１回 １時間 ○ 情報の収集に追われる

毎月 １６～２０時間 ○ 店舗で確定させられない理由は何か？

○

毎月 ３～４時間 ○ ＲＨＪの西のみ、他は？

○

毎月 ２時間 ○ 管理だが、仕訳起票がある

毎月 ３０分 ○

営企J-19（共通） 店舗小口精算

営企J-２０（共通） 売上レコード表彰状作成

営企J-17補
足

営業日報処理要領

営企J-18補
足

棚卸データチェック要領

営企J-18 棚卸データチェック処理

営企J-15 日別売上設定表作成

営企J-17 営業日報処理

営企J-16 日別売上データ集信、確定処理

営企J-12 材料コードの登録

営企J-14 新店用社員コード取得及び紛失店舗の再取得

営企J-13 既存店社員コード取得

営企J-9 現金過不足に関する提出状況の管理

営企J-11 賃借料（家賃改訂の確認）

営企J-10 建設仮勘定（部内稟議）総括表

営企J-8 店長引継書管理業務

営企J-7 ＲＭ・スター応募受付業務

営業許可更新届出書処理

営企J-5 屋外広告物更新許可申請処理

営企J-6 店内ＰＯＰ・備品発注受付業務

営企J-4

営企J-2 防火管理責任者変更届処理

営企J-3 食品衛生責任者変更届処理

「あれれれ？？？？？？？？
ユーザに確認すると、
どれも必要だと言うし・・・
全く減らないぞ？」

「共通化して、減るには
減ったが、業績にどれだけ
貢献出来たのか？」

ＱｕｉｃｋＷｉｎの進め方

「手作業の多い、販売管理業務
を中心に、ペーパーレス化を図り
ながら、業務スピードのアップと
管理工数の削減を目標にＢＰＭ
スタート！」

「伝票の発生から完結するまでを部門/組織を

跨ったプロセスを追いながら、管理者と実務
者に直接確認、目の前で可視化」

「プロセスを見直すことで、担当者
が必要と言っていた帳票は要ら
なくなったぞ！且つ、売上日報
処理の時間も半減し、残業時間
も減ったぞ！！」
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２．（３）②業務可視化の落とし穴と回避法

手法１）システムだけのフローを描いても、問題はなかなか見つかりません。問題の多くは、

「ヒューマンオペレーション」部分に潜んでいます。曖昧だったり、イレギュラーパターン

が定常化しているようなケースを見つけたら、泥臭く可視化しましょう！

一般的システム導入パターン

ＩＴフローだけでなく、

ＱｕｉｃｋＷｉｎの手法

「人的依存の高いヒューマンオペレーションに着目」

どんなに素晴らしいシステムでも“受注”はしてくれません。逆にシステムができることを
人間が行っているのは“非効率”です。人間とシステムの業務を明確に、繋げて可視化する
ことで、人間とシステムの何れがコントロールすべきプロセスであるか見極めることが重要
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２．（３）②業務可視化の落とし穴と回避法

実際に、ＩＴとヒューマンオペレーションを繋げて描いた生産管理業務フロー図

品目マスタの発
注点、安全在

庫確認
部品表の確認

資材発注数が
確定した

資材発注

品目マスタ変更

内示データ
（n+2ヶ月分）

受注数量が増
加/減少傾向

ﾉある

受注数量に傾
向がみられない

かんばん枚数の
確認

品目マスタ変更

ODGから内示デ
ータが到着した

生産計画担当生産計画担当

生産計画担当

所要量計画の
ための設定が確

定した

エクストラネット

部品表

計画手配が作
成された

指図書が
発行された

MRP実行

計画手配を製
造指図に変換

生産計画担当

生産計画担当

プラント

所要量計画の
ための設定が確

定した

ODGからの受注
が登録された

MRP実行
画面

指図書が
発行された

指図書の印刷が
完了した

指図書を
作業区別/品目別

に仕分ける

指図書の
仕分けが完了した

指図書を発行順序で
品目別にロット形成ボードに

差立てる

差立て板に指図書
が差立てられた

指図書

指図書の印刷

仕分け済み
指図書

指図書印刷画面

ピッキング担当

ピッキング担当

ピッキング担当

指図書差立て

出荷用の
ピッキングカードが

印刷された

SDモジュールとの連携が必要

ピッキングカード
が差立てられた

多回引きカード

多回引きカードをピッキング 終日から
前月分 終の翌営業日に

向かって差立てる

前月分 終日の翌営業日までに
カードが全て差立てられなかった

前月分 終日の
翌営業日から

ピッキング 終日に
向かって差立てを繰返す

多回引きの
差立てが完了した

前月分 終日の翌営業日まで
達する前に

カードが全て差立てられた

ピッキング数量分の
多回引きカードを

用意する

多回引き差立て
の準備ができた

ピッキング担当

ピッキングカード担当

ピッキングカード

ピッキングカードを
ピッキング作業の
終日に差立てる

ピッキングは出荷日の何日前に完了させればよいか？

多回引き差立て

差立て板の
作業納期になった

ピッキングする
品目の保管棚番別

に整理する

棚番別に仕分けられた

多回引きカード

多回引きカードの
収容数単位で品目を

ストアから
ピッキングする

ピッキング担当

ピッキング担当

ピッキングカード

多回引きの
差立てが完了した

棚番順で
ピッキングの

作業順を決定する

ピッキングの作業順序
が決まった

在庫が不足

ピッキングカードが
添付されている
多回引き 終

ピッキングカードが
添付されていない

多回引き 終以外

多回引き処理の判別 ピッキング担当

差立て板に指図書
が差立てられた

ピッキング作業前
準備が終了した

欠品連絡書付きの
ピッキングカードが
差立てに戻された

欠品連絡書の正
を赤かんばんに添付し
欠品入れに入れる

赤かんばんが抜かれた

欠品入れに
欠品連絡書付き

の赤かんばんが入った

欠品連絡書 赤かんばん

欠品入れに
赤かんばんが入った

欠品分の
赤かんばんを抜き
欠品入れに入れる

欠品連絡書を正、控に分ける

欠品連絡書の正ができた

欠品連絡書の控ができた

かんばん

出荷伝票
出荷ポイント

赤かんばん

多回引き 終

終ピッキング
が完了した

ピッキングカードを
添付しレンガ積み

 置き場へ

多回引き 終以外

ピッキングカードを
添付しレンガ積み

 置き場へ

多回引き処理の判別
添付されている

かんばんをはずして
ロット形成ボードにかける

製品とピッキングカードを
セットで

出荷梱包場所へ

出荷処理の
準備が完了した

出庫確認

SDとの連携が必要

ピッキング担当 ピッキ

ピッキング担当

ピッキング担当

出庫確認担当

ピッキングカード

ピッキングカードが
添付されている
多回引き 終

ピッキングカードが
添付されていない

多回引き 終以外

欠品連絡書を発行する
欠品分の

赤かんばんを抜く

欠品連絡書が発行された

欠品連絡書の控を
ピッキングカードに

添付し差立てに戻す

ロット形成ボードの
かんばんが

着工ロットに達した

出荷伝票
変更画面

欠品連絡書付きの
ピッキングカードが
差立てに戻された

欠品連絡書の正
を赤かんばんに添付し
欠品入れに入れる

赤かんばんが抜かれた

欠品入れに
欠品連絡書付き

の赤かんばんが入った

欠品連絡書 赤かんばん

欠品入れに
赤かんばんが入った

欠品分の
赤かんばんを抜き
欠品入れに入れる

欠品連絡書を正、控に分ける

欠品連絡書の正ができた

欠品連絡書の控ができた

かんばん

出荷伝票
出荷ポイント

赤かんばん

多回引き 終

終ピッキング
が完了した

ピッキングカードを
添付しレンガ積み

 置き場へ

多回引き 終以外

ピッキングカードを
添付しレンガ積み

 置き場へ

多回引き処理の判別
添付されている

かんばんをはずして
ロット形成ボードにかける

製品とピッキングカードを
セットで

出荷梱包場所へ

出荷処理の
準備が完了した

出庫確認

SDとの連携が必要

ピッキング担当 ピッキング担当

ピッキング担当

ピッキング担当

出庫確認担当

ピッキングカード

ピッキングカードが
添付されている
多回引き 終

ピッキングカードが
添付されていない

多回引き 終以外

欠品連絡書を発行する
欠品分の

赤かんばんを抜く

欠品連絡書が発行された

欠品連絡書の控を
ピッキングカードに

添付し差立てに戻す

ロット形成ボードの
かんばんが

着工ロットに達した

出荷伝票
変更画面

得意先マスタ得意先マスタ

入金 生産

請求

在庫 購買

受注
（標準品/定期品S）

売上返品
（標準品）

マスタ管理

販売

製品出荷業務

出荷

購買見積業務

発注品入庫

買掛金自動計上

請求

入金業務

支払

請求書登録

仕入先マスタ
管理

 Ⅰ期

01　生産計画
～MRP実行

0002
手順マスタ

00　マスタ管理

0003
BOM

0001
製品マスタ

0301
指図の差立て

0302
ピッキングカードの差立て

04
ピッキング作業

05　指図の着工

0501
550加工手順

0502
80加工手順

0503
ラックガイド
加工手順

0201
指図発行

資材所要展開

計画原価積み上げ 実績原価積み上げ

購買依頼 購買発注 発注品入庫

SBU毎
損益把握

 Ⅱ期

マスタ管理

0401
赤かんばんの運用

購買発注

内示

支払業務

指図入庫

マスタ設定

MRP実行

指図発行

指図印刷

マスタ修正

完了入力

システム関連オペレーション部分
他は人間系オペレーション
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BPM指向の顧客に、プロダクト指向で進めた顛末

２０１４年１１月PLMシステム導入を請負って、進めていた某ITベンダーから、
「要件定義フェーズで顧客の納得を得られない。今に至っては、打ち合わせを音声

録音され、訴訟になりそうだ。助けて欲しい」と、相談を受けました。
私は、ITベンダーからその状況を、２時間を２回ヒヤリングし、問題の所在を以下の

通り読み解きました。

 私が、その解決に⼤切なこととして感じたこと。

 顧客の思い（⼤川原想定）と、ITベンダーの思いのギャップ。

 その解決に必要な定⽯（兎にも⾓にもグランドデザイン）

 ITベンダーが対応したくとも、スキル的に補えない部分。

 上記、ギャップを埋め、顧客の思いと、ITベンダーの技術⼒をつなぎ合わせ、⽬

標達成に導くには、BPMが必要と認識した。
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顧客の思い（大川原想定）と、ITベンダーの思いのギャップ
とは

そもそも、『要件』のギャップ。

ITベンダーにとっての要件は、

『機能要件』

顧客にとっての要件は、

『業務要件』

ここからズレていたら、永遠に平行線のまま。
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顧客の思い（大川原想定）と、ITベンダーの思いのギャップ
と、BPM（プロセス指向）による解決方針

◆ ITﾍﾞﾝﾀﾞｰ提案資料14⾴の認識ギャップを埋める⇒“補うこと”
●＝顧客「何を根拠に、判断したらよいか迷う。」

ITﾍﾞﾝﾀﾞｰ「決めてもらわないと、進まない。」
顧客「デシジョンのための提案が欲しい。」

これをスムーズに流れるようにするための判断基準
を現プロジェクトを取り巻く環境、条件を可視化、
共有することで、顧客に判断いただける条件/根拠を
明⽰すること。

◆ITﾍﾞﾝﾀﾞｰ提案資料9⾴の認識ギャップを埋める⇒“つなぐこと”
●＝顧客「業務は、こうなっています。」（全体ってどこまで︖）

ITﾍﾞﾝﾀﾞｰ「Agilleには、こういう機能があります。」
⇒顧客にとって何が必要かを決めるために。。。

顧客「 ITﾍﾞﾝﾀﾞｰから提案が欲しい。」

ITﾍﾞﾝﾀﾞｰ「何が必要か決めて欲しい。」
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BPMによる認識共有＝“俯瞰する”

顧客の環境、思いを理解し、共有するために、混沌とした現況と周辺との関連を
“俯瞰して捉える”こと。

Agileシステムオペレーション領域

PLM業務領域

SAP

周辺
システム
A

システム
周辺

システムB PLM周辺業務領域

顧客のビジネスプロセス領域

システム
周辺

システムC
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２．（３）②業務可視化の落とし穴と回避法

もう少し具体的な業務フロー図で説明しましょう

ＢＰＭアプローチでは、前頁の同じ対象を以下のように可視化（モデル化）します。
「何となく解った気になる前頁のお絵描き」と違い「階層化して５Ｗ２Ｈを確実に捉えます。」

ＱｕｉｃｋＷｉｎの手法

信用保証会社 信用情報機関
（CIC／JICC）

個人顧客
（債務者）

銀行

保証業務

法人顧客
（ノウンバンク系） 保証債務管理業務チェーン

保証受付業務

融資実行業務

条件変更業務

完済処理

月次処理

求償業務

求償債務管理業務チェーン

事故発生～代弁実行フロー

債権回収フロー

自己査定フロー

償却譲渡フロー

銀行HOST

会計システム

会計システム

銀行HOST

FiNext/GM

審査部

銀行HOST

会計システム

FiNext/GM

銀行HOST

FiNext/GM
CIC/JICC照会システム

個人顧客
（債務者）

銀行
信用情報機関
（CIC／JICC）

総務部

業務
プロセス

入出力媒体

システム

物

金

入出力データ

保証受付
業務

融資実行業務

条件
変更
業務

完済処理

月次処理

ローン受付
（銀行）

事前申込書

本申込書

ローン申込
（顧客）

ローン申込相談
（顧客）

事前申込書

ローン保証審査業務

審査結果のお知らせ
事前申込み時の

銀行への回答様式

信用情報

信用情報管理

本申込書

保証書
本申込み時の

銀行への回答様式

融資
（銀行）

ローン契約
（顧客）

ローン契約書

融資実行通知書

融資実行処理
（保証開始）

実行データ

保証情報
（受付）

保証料
（一括）

保証料振込確認

保証情報
（実行中） 会計システム連携

（日次）

会計システムへの
仕訳データ転送する機能

仕訳データ

FiNext/GM
他システム連携機能

ローン契約条件変
更...

ローン条件変更確
認受付...

条件変更確認書

融資条件変更業務

条件変更確認書

ローン支払
（債務者）

ローン返済

入金管理
（銀行）

保証料
（分割）

保証料
分割入金の場合

計算書
（仮）ローン契約条件変

更依頼...

条件変更確認依頼書

ローン条件変更依
頼受付...

計算書
（正）

計算書
（正）

実行データ
（変更）

追加保証料

ローン審査結果通知

ローン契約書
（締結）

物件購入
（債務者）

融資

計算書
（仮）

保証情報
（実行中）

条件変更通知書

保証料返戻

保証情報
（実行中）

返戻金受取 会計システム連携
（日次）

会計システムへの
仕訳データ転送する機能

仕訳データ

金銭取引

融資完済処理
（保証終了）

完済処理
（銀行）

実行データ
（完済）

完済通知書

繰上完済処理
保証情報
（実行中）

保証情報
（完済）

会計システム連携
（月次）

会計システムへの
月次締め情報を転送する機能

保証料計上計算

保証情報
（実行中）

当月保証情報

仕訳データ

月次処理
（銀行）

残高データ

保証債権管理

保証情報
（実行中）

個人信用情報機関への月次報告
CIC/JICC照会システム

月次報告受領

FiNext/GM
がサポートする
業務プロセス

信用照会結果

入金...

データ取込
（エラー対応含）

データ取込
（エラー対応含）

データ取込
（エラー対応含）

データ取込
（エラー対応含）

残高リスト

信用情報

審査結果
のお知ら...

銀行

ローン受付
（銀行）

審査部

CIC/JICC照会システム

事前申込
書

本申込書

信用情報機関
（CIC／JICC）

保証書

信用情報

保証情報
（受付）

事前申込
書を受け...

SYS

顧客情報
検索

顧客情報

新規顧客で
ある

登録済顧客
である

SYS

顧客情報
登録

保証受付
担当者

保証受付
担当者

顧客情報登録完了

SYS

保証内容照
会

与信状況
表が印刷...

与信状況
表

保証受付
担当者

審査部審査部

CIC/JICC照会システムFiNext/GM

SYS

信用情報照
会

信用照会
結果

信用情報管理

信用照会
結果が...

SYS

信用情報結
果登録

保証受付
担当者

登録完了

与信照会要与信照会済

審査

保証受付
審査者

信用照会
結果

審査結果Ｎ
Ｇ

審査結果Ｏ
Ｋ

SYS

審査結果登
録

保証情報
（受付）

保証受付
担当者

保証受付
担当者

登録完了

SYS

登録結果承
認

保証受付
審査者

事前申込
み時の結... 差戻し

審査結果の
お知らせを

銀行へ送付

SYS

審査結果のお
知らせ印刷

保証受付
担当者

保証受付
担当者

融資
（銀行）

審査ＯＫ

保証書の送
付

審査結果の
お知らせ

保証書

保証書の受
領

SYS

保証書印刷

保証受付
担当者

審査結果
のお知ら...

保証書印刷
完了

保証受付
担当者

審査結果の
お知らせ

本申込み
時の...

審査ＮＧ

結果連絡
結果連絡

本申込みの
審査結果...

FiNext/GM
込書

ローン保証審査業務

査結果のお知らせ
事前申込み時の

銀行への回答様式

書

保証書
本申込み時の

銀行への回答様式

保証情報
（受付）

信用照会結果

保証情報
（受付）

事前申込
書を受け...

SYS

顧客情報
検索

顧客情報

新規顧客で
ある

登録済顧客
である

SYS

顧客情報
登録

保証受付
担当者

保証受付
担当者

顧客情報登録完了

SYS

保証内容照
会

与信状況
表が印刷...

与信状況
表

保証受付
担当者

審査部審査部

CIC/JICC照会システムFiNext/GM

SYS

信用情報照
会

信用照会
結果

信用照会
結果が...

保証受付

与信照会要与信照会済

①

②

②【拡大】

③

③【拡大】

プロセス

入出力媒体

システム

物

金

入出力データ

シンボル凡例

プロセス

入出力媒体

システム

物

金

入出力データ

シンボル凡例

原票/ﾃﾞｰﾀ
（何を）

業務
（どうする）

担当
（誰が）

結果
（どうなる）

業務着手
のトリガ
（いつ）

発生確率

発生頻度
朝：４０件/h
昼：１５件/n
夕方：３５件/h
１日：１２０件

処理時間
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２．（３）②業務可視化の落とし穴と回避法

・紙の電子化が必要だ！

・手作業を自動化したい！

⇒ワークフローを導入しよう！！

「投資対効果が曖昧で、

決裁が下りなかった・・・」

手法３）“紙だからダメ”、“手作業だから遅れている“とは、一概には言えません。すべての紙

を無くし、 手作業を自動化するのでは、採算が合いません。量／率とタイミングを考慮

した影響度を定量的に捉えることが、投資判断に必要。

システム導入時の悩みどころ

電子回覧（ワークフロー）化・
自動転記で、削減できる工数

●改善期待効果

１．トータル工数２５％削減

２．入力ミス要因排除

３．ﾀｰﾝｱﾗｳﾝﾄﾞﾀｲﾑ半減
４．ＩＴ統制によるＳＯｘ対応負荷軽減

可視化した業務をシミュレーションにより、定量
評価⇒効果を試算

ＱｕｉｃｋＷｉｎの手法

「幹部も納得して、早速対策実施

だ 」
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２．（３）②業務可視化の落とし穴と回避法

手法４）業務フローを個別に細かく描いても時間ばかり掛かり、問題も見つかりません。

人手によるやり取りの多い箇所（多くは、部門間・会社間）に目を付けて可視化し、

解決すべき問題を素早く見つけ出します。

一般的な業務フロー作成パターン

？ ？

個人個人の仕事を
たくさん書いても

問題は見つかりません

事務(部) 経理(部)営業(部)

ＱｕｉｃｋＷｉｎの手法

支払ルート

顧客との契約ルート

手配ルート

申請ルート

営業(部) 事務(部) 経理(部)

本アプローチでは、部門間・会社間を“金脈”、

発見された無駄や問題を“埋蔵金” と呼びます。
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横串のフロー記述例＝取引俯瞰図

【全体プロセスチェーン可視化（ビジネスシナリオ図）】

給 与 シ ス テ ム
（ A S P 利 用 ）

(旧 A S 1 製 品 )
価 格 見 積 業 務

(旧 A S 1 2 3 製 品
A M S 及 び A P S )

社 内 価 格 登 録 管 理

注 文 主 関 連 資 料

自 動 車 シ ス テ ム
（ 受 注 ・ 売 上 ）

顧 客 か ら の 問 い 合 わ せ 対 応
１ 日 数 本 な が ら も 、
顧 客 対 応 の た め 、
丁 寧 に 時 間 も 要 す る 。

マ ス タ 登 録 依 頼
（ 購 買 課 版 ）

支 店 発 注 依 頼

自 動 車 シ ス テ ム
（ 発 注 ）

自 動 車 シ ス テ ム
（ 受 注 ・ 売 上 ）

マ ス タ 作 成 ・ 承 認
（ 商 品 企 画 部 ）

マ ス タ 承 認
（ 製 品 管 理 部 ）

マ ス タ 承 認
（ 購 買 課 ）

経 理 シ ス テ ム

入 金 情 報

基 幹 系 シ ス テ ム
（ 売 掛 管 理 ）

旅 費 精 算
（ 手 管 理 ）

基 幹 系 シ ス テ ム
（ 売 掛 管 理 ）

経 理 シ ス テ ム

イ ン タ ー ネ ッ トバ ン ク

日 立 A M S

現 品 管 理

h i- T r e e

商 品 企 画

A M S - O r a c le

海 外 出 荷 売 上 計 上
（ 本 社 特 販 部 ３ G ）

船 積 指 示 書 等 書 類 作 成 は 、 外 部 委 託 。
船 積 み 完 了 通 知 書 を 以 っ て 、 売 上 計 上 。

自 動 車 シ ス テ ム
（ 受 注 ・ 売 上 ） A M S - O r a c le

自 動 車 シ ス テ ム
（ 受 注 ・ 売 上 ） A M S - O r a c le

受 注 ・ 出 荷 指 示 ・ 売 上 計 上
（ 本 社 特 販 部 １ ・ ３ G ）

１ G： 現 在 は 、 F A X 日 次 で 1 0 件 。
手 入 力 は 少 な い よ う に 、 マ ク ロで 対 応 し て い る の で 、
そ れ 程 大 き な 負 荷 で は な い 。

自 動 車 シ ス テ ム
（ 受 注 ・ 売 上 ）

自 動 車 シ ス テ ム
（ 受 注 ・ 売 上 ）

基 幹 系 シ ス テ ム
（ 在 庫 管 理 ）

基 幹 系 シ ス テ ム
（ 売 上 管 理 ）

自 動 車 シ ス テ ム
（ 発 注 ）

自 動 車 シ ス テ ム
（ 発 注 ）

E D I

自 動 車 シ ス テ ム
（ 受 注 ・ 売 上 ）

H I M IT H IM I T
E D I

基 幹 系 シ ス テ ム
（ 仕 入 管 理 ）

自 動 車 シ ス テ ム
（ 発 注 ）

E D I

特 約 店 サ ー ビ ス 店 日 立 A M S
委 託 倉 庫

（ 日 立 物 流 ） 経 理 部

部 長 １名
● ① 経 理 課 （ 課 長 ： １、 主 任 １ ） ；決 算 業 務 （ 単 独 、 連 結 、 納 税 ） 、
　 　 　 　 固 定 資 産 管 理
　 ② 財 務 課 （ 課 長 ： １、 担 当 １ 、 派 遣 ： １） ； 出 納 ・ 資 金 管 理 、
　 　 　 　 給 与 計 算
　 ③ 収 計 お よ び 支 店 財 務 （ 課 長 １ 、 担 当 ： １）
　 ④ 業 績 管 理 業 務 （ 担 当 ： １）

P i t C o m 店
デ ィ ー ラ ー 一 般 仕 入 先企 画 部 門

● 企 画 本 部 （ 今 回 ヒ ア リ ング 対 象 部 門 ）
◎ 製 品 管 理 部 ＝ " 補 修 品 （ S S パ ー ツ ） ” と " リ ン ク品 "
　 （ 何 れ も 主 に 支 店 扱 い ） の M O を 担 当
　 ① 旧 A S 1 製 品 ・ 価 格 見 積 業 務
　 ② 旧 A S 1 2 3 製 品 　 A M S 及 び A P S 社 内 価 格 登 録 管 理
　 - - - - -- - - ( 購 買 課 へ 移 管 予 定 、 予 定 中 ) - - -- - - - -- - - -
　 ③ 旧 A S 1 / 2 製 品 　 直 納 と 一 体 と な っ た 補 修 品 PU P 対 応
　 ④ リ ビ ル ト品 M O 手 配
　 ⑤ 補 修 品 M O 手 配
　 以 上 を ５名 で 対 応 。

◎ 商 品 企 画 部 （ 部 長 以 下 、 7 名 ）
　 ① 新 商 品 企 画 開 発 （ メイ ン 業 務 ）
　 ② マ ス タ 関 連 業 務
　 ③ 支 店 か ら の 要 請 含 む マ ス タ承 認

情 報 管 理 部 門各 支 店

今 回 は 、 東 京 支 店 の 業 務 を 代 表 に 可 視 化 。

本 社 特 販 部

１G ： 国 内 向 け ブ レ ー キ パ ー ツ （旧 トキ コ製 品 扱 い ）
２G ： 取 扱 商 品 は 、 東 京 支 店 と 同 様 。 取 引 先 が 、 全 国 広 域 特 約 店 。
３G ： 海 外 向 け ブ レ ー キ パ ー ツ 取 引 。

購 買 課

基 幹 系 シ ス テ ム
（ 在 庫 管 理 ）

全 社 在 庫 実 績
問 い 合 わ せ

発 注 情 報

受 注
（ 日 立 A M S ）

発 注 リ ス ト

受 注
（ 一 般 仕 入 先 ）

出 荷
（ 日 立 A M S ）

製 品

納 品 書

出 荷
（ 一 般 仕 入 先 ）

仕 入 情 報

発 注 残 デ ー タ

統 合 ロ グ イン メニ ュ ー で
ログ イ ン 後 に 、 そ れ ぞ れ
使 用 登 録 して い るメ ニ ュ ー
に 再 度 ロ グイ ン して 利 用 。
① G - F IT （自 動 車 整 備 業 ）
② P D S S （ 整 備 診 断 ）
③ H IM IT（ 発 注 関 連 P i tCo m
　 教 育 申 請 含 む ）

発 注
（ 特 約 店 ）

発 注
（ サ ー ビ ス 店 ・ P it C o m 店 ）

発 注
（ 量 販 店 ）

受 注 情 報
受 注 情 報

受 注 情 報

受 注
（ 電 話 F A X )）

受 注 デ ー タ

受 注
（ 本 社 特 販 部 ２ G ）

H I M IT

受 注 情 報

E D I / H IM I T 受 注 取 込 自 動 処 理 で 、 ス ム ー ズ に 運 用 で き て い る 。
手 作 業 は な い 。

受 注 情 報
基 幹 系 シ ス テ ム

（ 在 庫 管 理 ）

在 庫 デ ー タ

E O 発 注
( 自 動 車 )

サ ー ビ ス の 場 合 は 、 E xc e l注 文 書 を
メ ー ル 受 信 し て 、 決 裁 ー 郵 送 の み （
す べ て 書 面 で 、 自 動 発 注 は 無 し ） 。
自 動 車 も サ ー ビ ス も 、 自 動 を 前 提 と し た
同 一 プ ラ ッ トフ ォ ー ム の 自 動 化 を
目 指 した い 。
留 意 点 ）
・ 金 額 未 確 定 分 の 下 請 法 対 応
・ 必 要 書 面 な ら び に 、 記 載 事 項
・ A M Sは E D Iだ が 、そ の 子 会 社 は 、 紙 取 引 。
・ 発 注 数 量 確 定 の た め の 需 要 見 込 み の プ ロ セ ス は 、
人 間 判 断 必 要 で 、 そ の た め に は 、 仕 込 、 納 品 、 受 注 、
発 注 の 状 況 を 見 え る こと に
す る こ と が 必 要 。

発 注 情 報

発 注 書

受 注
（ 日 立 A M S ）

出 荷
（ 日 立 A M S ）

製 品

納 品 書

受 注
（ 一 般 仕 入 先 ）

出 荷
（ 一 般 仕 入 先 ）

日 立 物 流 内 シ ス テ ム

着 荷 ・ 現 品 確 認

発 注 情 報 が 伝 わ っ て い な い の で 、
着 荷 し た 荷 物 が 、 正 しい か ど う か の
判 断 が つ か な い 。
【 監 査 室 認 識 済 】

納 品 書

受 注 残 管 理
（ 支 店 ）

売 上 デ ー タ

入 荷
（ 特 約 店 ）

入 荷
（ サ ー ビ ス 店 ・ P it C o m 店 ）

入 荷
（ 量 販 店 ）

出 荷

出 荷 指 示
売 上 登 録

（ 支 店 ）

製 品

納 品 書

入 荷
（ 特 約 店 ）

入 荷
（ サ ー ビ ス 店 ・ P it C o m 店 ）

入 荷
（ 量 販 店 ）

受 領 書

量 販 店

基 幹 系 シ ス テ ム
（ 売 上 管 理 ）

売 掛 デ ー タ

請 求
（ 月 次 バ ッ チ ）

請 求 書

売 掛 デ ー タ 転 送

毎 日 1 回 、 夜 間 バ ッ チ 。

売 掛 デ ー タ

単 独 決 算 通 常 時 は 、 第 ４ 営 業 日 が 月 次 締 め 日 。
四 半 期 は 、 第 ３ 営 業 日 。

請 求 書 照 合
（ 特 約 店 ）

請 求 書 照 合
（ サ ー ビ ス 店 ・ P it C o m 店 ）

請 求 書 照 合
（ 量 販 店 ）

請 求 書 送 付
（ 支 店 ）

請 求 書

支 払
（ 特 約 店 ）

支 払
（ サ ー ビ ス 店 ・ P it C o m 店 ）

支 払
（ 量 販 店 ）

支 払

入 金 確 認 ・
支 店 分 入 金 消 込

入 金 会 議 資 料

入 金 差 異 確 認
（ 支 店 ）

基 幹 系 シ ス テ ム
（ 仕 入 管 理 ）

買 掛 デ ー タ 転 送

月 1 回 、 バ ッ チ 転 送 。
買 掛 デ ー タ

請 求
（ 日 立 A M S ）

請 求
（ 一 般 仕 入 先 ）

仕 入 先 請 求 書

支 払 依 頼

支 払 依 頼

買 掛 金 相 殺 ・ 支 払
今 年 度 、 相 殺 業 務 効 率 化 を 目 指 し 、
支 払 い 管 理 サ ブ シス テ ム を 導 入 に よ り、
相 殺 作 業 は 、 効 率 化 さ れ た 。

仕 入 支 払

入 金
（ 日 立 A M S ）

入 金
（ 一 般 仕 入 先 ）

実 地 棚 卸 し

棚 卸 表

実 地 棚 卸 し

P it C o m - I D 登 録

購 買 課

購 買 課

受 注 出 荷 連 絡 票

発 注
（ デ ィ ー ラ ー ）

発 注 依 頼

受 注
（ 支 店 ）

売 上 原 票売 上 原 票

受 注
（ メ ー ル ）

発 注 引 当 依
頼

受 注
（ 郵 送 ）

納 期 回 答

問 い 合 わ せ 回 答

品 名 マ ス タ 登 録
（ A P S )

マ ス タ 登 録 依 頼

品 名 マ ス タ
（ 期 首 版 ）

受 注 残 デ ー タ 未 引 当 受 注 残
問 い 合 わ せ

受 注 残 問 い 合 わ
せ 対 応

（ 購 買 課 ）

受 注 残 問 い 合 わ
せ 対 応
（ 倉 庫 ）

受 注 引 当 デ ー タ

受 注
（ 電 話 F A X )）

受 注 デ ー タ

A P S → A M S デ ー タ
転 送 . ..

受 注 デ ー タ

納 期 管 理
（ 本 社 特 販 部 １ ・ ３ G ）

A MS 山 梨 工 場 と
工 程 進 捗 と 納 期
の す り 合 わ せ （
異 常 時 の 連 絡 ）
随 時 行 っ てい る 。
必 要 な 、 顧 客 対 応
を 図 っ て い る 。

基 幹 系 シ ス テ ム
（ 在 庫 管 理 ）

基 幹 系 シ ス テ ム
（ 売 上 管 理 ）

売 上 デ ー タ

出 荷 指 示
売 上 登 録

（ 本 社 特 販 部 ２ G ）

出 荷 依 頼 表

受 注 引 当 デ ー タ
受 注 残 デ ー タ

作 業 の 多 く は 、外 部 委 託 。
H IM O S は 、 船 積 指 示 書 を

手 作 業 で 作 成 の み
（ 日 立 物 流 に て 、 船 積 書 類 は 作 成 ） 。

In v o ic e
（ 本 社 特 販 部 ３ G ）

請 求
（ 本 社 特 販 部 １ ・ ２ ・ ３ G ）

請 求 書

I n v o ic e

入 金 入 力 （ 差 異 回 答 ）
（ 本 社 特 販 部 １ ・ ３ G ）

売 上 原 票

A M S → A P S デ ー タ
転 送 . ..

売 上 デ ー タ

基 幹 系 シ ス テ ム
（ 売 上 管 理 ）

売 上 デ ー タ

A M S 山 梨

船 積 完 了 通 知 書

ア ッ プ ロ ー ドツ ー ル 利 用

品 名 マ ス タ
（ O r a c le ）

品 名 マ ス タ
（ 現 状 版 ）

価 格 改 訂
（ 本 社 特 販 部 １ ・ ３ G ）

マ ス タ 変 更 依 頼
マ ス タ 登 録

（ A M S )

日 立 A M S

仕 切 り価 格 契 約
（ 本 社 特 販 部 １ ・ ３ G ）

契 約 書

返 品 処 理
（ 支 店 ）

返 品 処 理
（ 本 社 特 販 部 ）

X B J L デ ー タ

M O 手 配
（ リ ビ ル ト品 、 補 修 品 ）

発 注 依 頼

在 庫 情 報
H IT S E N S E R 在 庫 計 画

（ 月 次 ）

販 売 実 績

旧 A S 1 / 2 製 品
直 納 と 一 体 と な っ た 補

修 品 P U P 対 応
( 価 格 交 渉 )

単 独 財 務 諸 表

連 結 決 算

納 税

固 定 資 産 管 理

　  １ ． 購 入
● ２ ．償 却 計 算
　  ３ ． 売 却
　  ４ ． 滅 却
１ ， ３， ４は 、 現 状 件 数 少 な く、 業 務 負 荷 は 少 な い 。

現 品 管 理
（ 期 毎 ）

業 績 報 告
（ 連 結 ）

経 営 会 議
取 締 役 会

業 績 報 告
（ 単 独 ）

勘 定 明 細 作
成

? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
1? ? ?

監 査 対 応

残 高 情 報

ホ ス ト→ G E M P L A
N E T 転 送

入 金 確 認

入 金 確 認

買 掛 差 異 管
理

与 信 管 理

件 数 が 極 端 に 多 い と い う わ け で は な い が 、
集 中 した り 、 一 件 あ た り、 2 - 3ヶ 月 要 す る 作 業 。 E D I 設 計

請 求 明 細

入 金 会 議 資 料

月 次 入 金 〆 連 絡
売 掛 / 買 掛 残 高

統 合 ロ グ イ ン メ ニ ュ ー
管 理 ・ メ ン テ ナ ン ス ・ 配 布

マ ス タ 登 録 依 頼
（ 商 品 企 画 版 ）

マ ス タ 登 録 依 頼
（ 商 品 企 画 版 ）

注 文 主 マ ス タ 管 理
（ 情 報 管 理 部 ）

注 文 主 マ ス タ 登 録 依 頼

注 文 主 マ ス タ 登 録 依 頼
（ 回 覧 ）

注 文 主 承 認

注 文 主 マ ス タ 登 録 依 頼
（ 回 覧 ）

（ 経 理 承 認 ）

注 文 主 関 連 資 料

注 文 主 マ ス タ

登 録 完 了 連 絡

仕 入 先 承 認
マ ス タ 登 録 依 頼

（ 購 買 課 ）
仕 入 先 コ ー ド連 絡 票

（ 回 覧 ）

仕 入 先 マ ス タ

仕 入 先 登 録 依 頼
（ 支 店 ）

仕 入 先 コ ー ド連 絡 票
（ 回 覧 ）

仕 入 先 マ ス タ 登 録
（ 経 理 ）

仕 入 先 口 座 登 録

仕 入 先 コ ー ド連 絡 票
（ 回 覧 ）

仕 入 先 マ ス タ 登 録
（ 情 報 管 理 部 ）

頻 度  :  毎 月 : 5

発 注 残 デ ー タ

発 注 依 頼 票

検 収

購 買 課

検 収 デ ー タ
発 注 残 管 理

出 荷 デ ー タ
（ 直 納 - カ ー メ ー カ ー 直 送 ）

棚 卸 し 結 果 集 計

棚 卸 表

入 荷 予 定
問 い 合 わ せ

価 格 改 訂 の マ ス タ
登 録

商 品 企 画 部

受 注 残 管 理
（ 本 社 特 販 部 ２ G ）

請 求 明 細

入 金 情 報
入 金 連 絡

返 品

返 品
在 庫

赤 伝

今 後 、 何 らか の 仕 掛 け が
必 要 と な る業 務 。
現 状 は 、 件 数 自 体 が 少 な
い た め 、 大 きな 工 数 負 荷
に は な っ て い な い が 。
そ も そ も は 、 A M S と の
利 益 に 関 わ る 会 社 間 契 約 に
影 響 を 受 け て い る 箇 所 。

為 替 調 整 対 応
（ 本 社 特 販 部 ３ G ）

収 計 担 当

与 信 判 定 状 況 確 認

新 規 取 引 先 開 設 伺

M O 発 注
( 自 動 車 )

M O 依 頼
（ 情 報 管 理 部 門 入 力 様 式 ）

発 注 リ ス ト

仕 入 先 コ ー ド連 絡 票
（ 回 覧 ）

M O 発 注
( 自 動 車 )

M O ・ E O 発 注 後 の 納 期
管 理 M O 依 頼

（ 情 報 管 理 部 門 入 力 様 式 ）

人 事 総 務 部

部 長 以 下 、 9 名
１ ． 人 事 勤 労
　 ・ 人 事 管 理
　 ・ 給 与 ・ 賞 与 計 算
　 ・ 人 事 異 動 と 組 織 編 制
　 ・ 教 育
　 ・ 採 用 ・ 退 職
　 ・ 社 会 保 険 、 年 金 事 務
２ ． 庶 務
　 ・ 物 品 管 理
　 ・ 建 物 管 理
　 ・ 車 両 管 理 （ 保 険 含 む ）
　 ・ ET C 使 用 管 理
　 ・ 通 信 費 管 理
　 ・ 文 書 （ 契 約 書 類 、 押 印 ） 管 理
　 ・ 社 宅 管 理
３ ． そ の 他 業 務
　 ・ 環 境 、 コン プ ライ アン ス 他 、事 務 局

給 与 計 算 ・ 振 込

勤 怠 管 理

人 事 管 理

各 部 門

人 事 総 務
そ の 他 業 務

受 注 出 荷 連 絡 票
返 品 に 伴 う 仕 入 取 消

返 品
返 品

（ 仕 入 先 ）

返 品 伝 票

顧客・店舗 営業
本部

企画 工場 経理
関連
会社特販部 調達 情シ 総務 仕入先

マスタ登録依頼～承認～登録（システム入力）

受入

受注

請求/入金

月次発注

随時発注

出荷

入金差異調査

売上登録

請求受領/支払

業務の流れを俯瞰的に捉え、抜本的な問題
点・阻害要因を究明します。

＊サンプルイメージです。

単純な仕事の箱を
線でつなげただけ
の図は、プロセス
チェーン図の表現と
して足りない！

プロセスの入出力
媒体を介してプロセ
スの連鎖を表現す
ることが必須です。
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『全社業務を俯瞰し、客観的な視点で問題の
発生元を探し当て、そこを対策する。』

ＱｕｉｃｋＷｉｎの手法

22

２．（３）③対策立案の落とし穴

残業が多い、人手が足りない（汗）

原因は解っている！
１．期限を守らない支払依頼が多いので、

フォローと資金調整のイレギュラー業務。

２．請求漏れが無いかフォローをしている。

３．バイト料支払口座番号が間違っていること

があるので、毎月事前チェックをしている。

業務プロセス改革で、費用対効果が一番大きい対策って、何だと思いますか？

業務の自動化？ 手作業の排除？ いえ違います！！仕事を丸ごと無くしてしまう事です！！

失敗パターン

１．期限が守られないなら、先ず、守られるようにする。もし、守れな

い理由があれば、そこを対処し、経理部門のイレギュラー業
務が発生しないようにする。

「最小限の投資で、ユーザ負担と

なっていた業務そのものが無くなり、

業務プロセス自体がシンプルに

なったぞー」

例えば、経理部門では・・・

「よし！？

上記業務をワークフロー／

自動チェック機能を作ろう！」

おいおい、それが本当の
最適策なのか?!

また、金掛かるのか!?

２．請求漏れが発生するなら、発生しないようにする。もし、発生す
る仕組みになっているのであれば、そこを対策・改善する。それに

より、経理部門のフォロー業務が必要無い様にする。

３．バイトの登録時の画面で、口座番号チェック機能を追加する。

それにより、経理部門のチェック作業自体を無くす。
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２．（３）④実装時の落とし穴と回避法

折角、問題解決し、目標達成可能な理想的な業務プロセスが設計できても、

それが実装できなければ、何もなりません。

申請申請

問合 対応問合せ対応

再申請再申請

申請部門 審査承認部門

受付受付

確認確認

転記転記

Ｅｎｄ ｔｏ Ｅｎｄで、

Ｑｕｉｃｋかつシームレスで正確に
繋がるプロセスが設計できた

現
状

設
計
し
た

新
プ
ロ
セ
ス
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２．（３）④実装時の落とし穴と回避法（続き）

ところが、新しい基幹システムに、設計した通りに“つながる”機能がなかったら（～左図）

そうならないためには、“業務ポータル化技術”の利用が有効です（～右図）

設計通りの実装が出来なかった
＝業務毎に異なるメニュー画面と電話を駆使した運用（煩雑）

申請
部門

審査
承認
部門

管理画面

発注画面

電子メール
電話

基幹系業務画面

業務系業務画面

電子メール

電話 ﾜｰｸﾌﾛｰ画面

ＰＣ画面から必要なアイコンを
クリックして、画面を開き入力

ＰＣ画面から必要なアイコンをク
リックして入力／承認／差戻

申請～確認・承認（差し戻し）～送付
を業務マニュアル付きで、ナビゲート。
証跡となるログも自動収集

“業務ポータル化技術”による実装
＝すべての業務をポータル画面から入力し、完結を目指す

確認・承認

送付 申請

ユ
ー
ザ
毎
、
権
限
準
じ
た
同
一

画
面
内
か
ら
必
要
な
メ
ニ
ュ
ー
選
択
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２．（３）⑤ＢＩ実装時の落とし穴と回避法

⼀⾒BIは、“複雑で多種多様なデータを整理し、分析するのに柔軟かつ、有効な道具”
に思われているが、本当にそうだろうか︖ BI機能だけに頼りすぎた実装の危険性。

一
般
的
なBI

導
入

ブラックボックスな業務

データ@*!

データ&#$

データ+>︖

BI
ツール

レポート

疑
問

何のためのBI集計か︖
＝「改善したくとも、プロセスがブラックボックスなので、データに基づいて、

集計し、アクションプランを⽴てたいから。」
上記は、建前としては、理解するが・・・
 そもそもデータの発⽣プロセス／ルールが不明確なデータを基にした集計結果

に信憑性はあるのか︖︕
 柔軟な分析ができるといっても、データの発⽣プロセスを理解できていない

IT担当や、⼀部⾨の⼀担当に、キューブを組めるのか︖︕
 仮に、データの発⽣プロセス／ルールが明確であるなら、わざわざ集計・レ

ポートをせずともアクションプランは⽴てられる（デシジョンプロセスとして
埋め込める）のでは︖

 財務報告のような定型レポートであれば、BIまでは必要ない。
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２．（３）⑤ＢＩ実装時の落とし穴と回避法（続き）

的確なアクションプランを導くためのレポートが欲しいのであれば、以下のStepを踏
むべきではないだろうか。 このStepを踏まずしてBIに頼るのは如何なものか？

素
直
な
考
え

Step２.ブラックボックスな業務を
可視化し、発⽣プロセスを捉える

データa データb データｚ

銀
行

ロ
ー

ン
受

付
（銀

行
）

審
査

部

CI
C

/J
IC

C照
会

シ
ス

テ
ム

事
前

申
込

書

本
申

込
書

信
用

情
報

機
関

（C
IC

／
JI

CC
）

信
用

情
報

保
証

情
報

（受
付

）

事
前

申
込

書
を

受
け

... SY
S

顧
客

情
報

検
索

顧
客

情
報

新
規

顧
客

で
あ

る
登

録
済

顧
客

で
あ

る

SY
S

顧
客

情
報

登
録

保
証

受
付

担
当

者

保
証

受
付

担
当

者

顧
客

情
報

登
録

完
了

SY
S

保
証

内
容

照
会

与
信

状
況

表
が

印
刷

...

与
信

状
況

表

保
証

受
付

担
当

者

審
査

部
審

査
部

CI
C/

JI
CC

照
会

シ
ス

テ
ム

Fi
Ne

xt
/G

M

SY
S

信
用

情
報

照
会

信
用

照
会

結
果

信
用

情
報

管
理

信
用

照
会

結
果

が
...

SY
S

信
用

情
報

結
果

登
録

保
証

受
付

担
当

者

登
録

完
了

与
信

照
会

要
与

信
照

会
済

審
査

保
証

受
付

審
査

者

信
用

照
会

結
果 審

査
結

果
Ｎ

Ｇ
審

査
結

果
Ｏ

Ｋ

SY
S

審
査

結
果

登
録

保
証

情
報

（受
付

）

保
証

受
付

担
当

者

保
証

受
付

担
当

者

登
録

完
了

SY
S

登
録

結
果

承
認

保
証

受
付

審
査

者

事
前

申
込

み
時

の
結

...
差

戻
し

審
査

結
果

の

SY
S

審
査

結
果

の
お

知
ら

せ
印

刷

保
証

受
付

担
当

者

保
証

受
付

担
当

者

審
査

Ｏ
Ｋ

審
査

結
果

の
保

証
書

印
刷

保
証

受
付

担
当

者

審
査

結
果

の
お

知
ら

...

審
査

結
果

の
お

知
ら

せ

本
申

込
み

時
の

...

審
査

Ｎ
Ｇ

定義する

Step1.
本当に欲しい
レポート要件を
定義する

Step3.基準データの発⽣プロセス・ルール
を正しく捉える。間違った運⽤/ルールが
⾒つかったら、改善する。

こ
の
時
点
で
デ
シ
ジ
ョ
ン
ル
ー
ル
が

明
確
に
な
っ
た
ら
プ
ロ
セ
ス
へ
実
装

す
る

St
ep
4.

こ
の
時
点
で
デ
シ
ジ
ョ
ン
ル
ー
ル
が

明
確
に
な
っ
た
ら
プ
ロ
セ
ス
へ
実
装

す
る

真実で、正規化された
データだけをＢＩツール
へ取り込む
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４． 実績

（１）フェーズ１の進め方～準備

（２）フェーズ１の進め方～本番

（４）フェーズ２へ～タスク概要

１． 基本アプローチ＝ＢＰＭアプローチに準拠

（３）フェーズ１成果事例

３． 『企画～業務要件定義』ﾌｪｰｽﾞの基本手順と成果物

２． ＢＰＭアプローチによる『企画～業務要件定義』
フェーズのタスク内容と特長
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３．『企画～業務要件定義』ﾌｪｰｽﾞの基本手順／成果物

（１）フェーズ１の進め方～準備
確認・成果物は、ＡＲＩＳというＢＰＭツールを利用し、作成・まとめます。プロジェクトの成果物は、

下図の該当するシンボルにリンクして、階層的に参照可能となります（ｲﾝﾃﾞｯｸｽ頁）。
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３．（１）フェーズ１の進め方～準備

インデックス頁の「①事業構造」には、御社の事業構造を可視化し、割り当てます。御
社にとって、システム導入効果を期待する事業の姿を知ることは、効果的システム導
入のための最初の一歩と考えるからです。

御社事業構造
の可視化

将来の事業拡大
目標規模の明示

サンプルイメージ
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IT導入が目的ではなく、会社としての目標の達成が目的です。そのためには、会社の
事業計画／戦略を的確に捉え、ITに期待する部分、それ以前の課題、IT以外の課題を
最初にすみ分け、目標設定することが重要と考えます。

30

３．（１）フェーズ１の進め方～準備

御
社
事
業
方
針
の
遂
行
、
目
標
達
成
に
寄
与
す

べ
く
、
全
社
目
標
の
確
認
か
ら
、
今
回
取
り
組
み

の
位
置
付
け
を
明
確
に
し
な
が
ら
、
実
現
ま
で
一

貫
し
て
、
一
緒
に
実
行
し
ま
す
。

グローバル展開を
推進すべく・・・

中期経営計画の達成
に向けた基盤構築

直近課題をステップを
踏んで解決する目標設定
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３．（１）フェーズ１の進め方～準備

情報/データの流れだけではなく、両流・物流・金の流れを確実に捉え、最適

なシステム導入を達成すべく、御社の『取引関係／経路』を可視化します。

目
標
達
成
の
為
に
、
御
社
取

引
ル
ー
ト
を
確
実
に
押
さ
え
、

地
に
足
の
着
い
た
改
革
改
善

提
案
に
結
び
付
け
ま
す
。
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３．（２）フェーズ１の進め方～本番（実施要領）

ＢＰＭコンサルサービスは、ヒアリングを基本としますが、確認した内容は、必

ずその場の目の前で、同時に確認いただくのが、特長的な進め方です。

複数のコンサルタントが、対応。

コンサルタントがヒアリングした内容は、

コンサルタント各自のPCにタイピング

され、その場で確認できない。

数週間後の成果物で、意識違いが発覚。

伝統的なコンサル風景

後日のレポートを見て・・・

ユニークな進め方～Quick Win手法
インタビュー形式にて、確認内容（目的／課題／業務
フロー／現場の生の声）を目の前のプロジェクターに映
しながら、進めるので、後になっての行き違いがありま
せん。

その日の成果物（業務フロー）は、その日の最後に電子
媒体でお渡しします。

インタビューは、１部門・２時間を平均２回程度ですの
で、多忙な実務者の手を煩わせません。

短期間で、満足行く成果をお約束します。

－ひとつの目標、テーマに付いて、１０日を単位に成果
を積み上げて参ります。
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３．（２）フェーズ１の進め方～本番（実施要領）

１．目標、スコーピング設定に従って、今回、フェーズ１：１０日間、フェーズ２：２０日間で、満足
いく成果をお納め致します。

２．各部門ヒヤリングは、１部門２時間×２回（マネージャー様と実務担当者様の出席）のみです。
（必要に応じて、１項の期間の中で追加ヒヤリングをお願いする場合がございます）

３．原則はヒアリングしながらお客様の目の前でモデル化していきますので、上記期間内でのヒヤリン
グ対応以外追加作業は発生いたしません。

４．さらにヒアリングしながらお客様の目の前で確認し、まとめますので、ユーザ様の表現がそのまま
成果物として残ります。

５．経験値として１０日間で平均して１２０程の課題意識（現場の声）が抽出できます。
その中から改善効果の高い主要因（通常５つ程度）に絞込み、先ず、手掛けるべき、改革ポイント
のご提案までをさせて頂きます。

６．ARISというBPMツールを利用しますが、ご購入は必須では
ありません。購入頂かなくとも日々の確認成果物は、
Excel形式にして、日々お渡し致しますので、
その日の内に、ご確認頂けます。

７．目標に対して、大幅な改善の効果をもたらすべく、抜本的
原因の究明とそれに向けた効果的対策を目指します。

８．実績で培った、実践的ノウハウと画一化した手法を携えた
優秀なコンサルタントが対応します。

特別な条件は、ございませんが、ＢＰＭコンサルティングサービス実施に際し、以下をご理解下さい。
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３．（２）フェーズ１の進め方～本番（初日）

初日ＡＭに、「キックオフ」→「経営・戦略目標の確認」と「対象範囲」を設定し、

ＰＭに「（粗々な）プロセスチェーン図」を描くことから始めます。

9:30-11:30 13:00-15:00 15:30-17:30

1 第１目

キックオフ  ー【幹部、ﾏﾈｰｼﾞｬ】
事前ﾋｱﾘﾝｸﾞー【幹部、ﾏﾈｰｼﾞｬ】
ⅰ）目的確認：（例）
『間接業務効率化・工数削減』
ⅱ）ｽｺｰﾋﾟﾝｸﾞ：○○事業

本社　ⅲ）ｽｺｰﾋﾟﾝｸﾞに準じた対象プロセスチェーンの確認ー【有識者】
　　　：ヒアリング（可視化）対象のプロセス抽出

実施場所回数 実施日
実施内容

目的目的

目的目的 目的目的

目的目的 目的目的

業 務 シ ス テ ム
( 基 幹 H O S T )

業 務 シ ス テ ム
( 基 幹 H O S T )

在 庫 管 理

国 内 顧 客 商 社 海 外 仕 入 先外 注 国 内 仕 入 先 商 社商 社財 務 ・ 経 理 部
マ ー ケ テ ィ ン グ 部

企 画 室

マ ー ケ テ ィ ン . . .

S R

市 場 予 測 を 踏 ま え た
商 品 選 択

海 外 仕 入 先 （ E d i t o r ) 折 衝

セ ミ ナ ー ／ キ ャ ラ バ ン 企 画 ・ 実 施選 択 商 品 折 衝 状 況

見 本 帳

シ ス テ ム 部

在 庫 商 品 マ ス タ 年 度 更 新

マ ス タ 登 録 依 頼

商 品 部

商 品 グ ル ー プ

在 庫 商 品 発 注

オ ー ダ ー シ ー ト ( 国 内 仕 入 先 宛 )

オ ー ダ ー シ ー ト ( 海 外 仕 入 先 宛 )

在 庫 商 品 受 注
（ 国 内 仕 入 先 ）

在 庫 商 品 受 注
（ 海 外 仕 入 先 ）

生 産 発 注 依 頼 書 ( 国 内 商 社 宛 )

生 産 発 注 依 頼 書 ( 海 外 商 社 宛 )

在 庫 商 品 出 荷
（ 国 内 仕 入 先 ／ 商 社 ）

生 産 発 注 依 頼 受 付
（ 海 外 仕 商 社 ）

在 庫 品

在 庫 品

生 産 発 注

生 産 発 注 依 頼 受 付
（ 国 内 商 社 ）

引 取 依 頼

引 取 依 頼 書 ( 国 内 商 社 宛 )

生 産 発 注 依 頼 書 ( 海 外 商 社 宛 ) 在 庫 商 品 出 荷
（ 海 外 仕 入 先 ／ 商 社 ）

受 入 処 理

出 荷 報 告 書

出 荷 報 告 書

着 荷

ロ ジ ス テ ィ ッ ク グ ル ー プ

在 庫 商 品 検 査 全 般

請 求
（ 国 内 仕 入 先 ／ 商 社 ） 請 求

（ 海 外 仕 入 先 ／ 商 社 ）

仕 入 先 請 求 書
I n v o i c e

請 求 書 受 領 ・ 支 払 依 頼

支 払 依 頼 書
会 計 シ ス テ ム

( 弥 生 会 計 )

仕 入 ・ 買 掛 計 上

支 払

支 払

入 金
（ 国 内 仕 入 先 ／ 商 社 ）

入 金
（ 入 金 仕 入 先 ／ 商 社 ）

営 業 部

見 積 依 頼 受 付 ～ 検 討 ～ 回
答

見 積 回 答

引 合 ・ 見 積 依 頼

見 積 依 頼
見 積 検 討

（ 業 務 グ ル ー プ ）

商 品 部

業 務 グ ル ー プ

見 積 依 頼

見 積 回 答

発 注

受 注 受 付

特 殊 縫 製 時 の
外 注 先 へ の 見 積 依 頼

縫 製 外 注 先 へ の 見 積 依 頼

縫 製 外 注 先 へ の 見 積 回 答

価 格 表

発 注 書

受 注 入 力

発 注 書

与 信 管 理

業 務 シ ス テ ム
( 基 幹 H O S T )

シ ス テ ム 部

得 意 先 マ ス タ 作 成

取 引 先 概 要 書

口 座 開 設 依 頼 書

加 工 受 注 ・ 生 地 出 庫 依 頼 （
入 力 ）

加 工 表 加 工 受 注
（ 外 注 ）

加 工
（ 外 注 ）

生 地 出 庫

生 地

製 品

製 品 受 領

送 り 状

出 荷 確 認 書

出 荷 確 認 書 受 領 ・ チ ェ ッ ク 受 注 入 力 時 の 出 荷 日 付 に 基 く
売 上 自 動 計 上

加 工 品 ・ 工 事 売 上 入 力
工 事 完 了 報 告 書

施 工施 工

納 品

受 領 書

製 品

会 計 シ ス テ ム
( 弥 生 会 計 )

売 上 元 帳 報 告

売 上 報 告

売 上 計 上

決 算

請 求 書 発 行

請 求 書

支 払

支 払
入 金 ・ 消 込

国 内 仕 入 品 発 注

国 内 仕 入 品 発 注 書

国 内 仕 入 品 発 注

国 内 仕 入 品 受 注
（ 国 内 仕 入 先 ）

国 内 仕 入 品

国 内 仕 入 品 出 荷
（ 国 内 仕 入 先 ）

営 業 活 動

売 止 （ 在 庫 品 、 非 在 庫 品 引 当 ）

カ ッ ト

カ ッ ト セ ン タ ー

売 止 （ 海 外 品 ） 連 絡

棚 卸 、 資 産 評 価 替

9:30-11:30 13:00-15:00 15:30-17:30

1 第１目

キックオフ  ー【幹部、ﾏﾈｰｼﾞｬ】
事前ﾋｱﾘﾝｸﾞー【幹部、ﾏﾈｰｼﾞｬ】
ⅰ）目的確認：（例）『間接業務
効率化・スピードアップ』
ⅱ）ｽｺｰﾋﾟﾝｸﾞ：○○事業を中心
とした・・・

本社

2 第２目
事業会社１－部門A

（マネージャー、実務担当者）
事業会社１－部門B

（マネージャー、実務担当者）
事業会社１－部門C

（マネージャー、実務担当者）
本社

3 第３目
システム会社１－部門A

（マネージャー、実務担当者）
システム会社１－部門B

（マネージャー、実務担当者）
システム会社１－部門C

（マネージャー、実務担当者）
本社

4 第４目
事業会社２－部門A

（マネージャー、実務担当者）
事業会社２－部門B

（マネージャー、実務担当者）
事業会社２－部門C

（マネージャー、実務担当者）
本社

5 第５目
システム会社２－部門A

（マネージャー、実務担当者）
システム会社２－部門B

（マネージャー、実務担当者）
システム会社２－部門C

（マネージャー、実務担当者）
本社

6 第６目
事業会社３－部門A

（マネージャー、実務担当者）
事業会社３－部門B

（マネージャー、実務担当者）
【中間レビュー】 本社

7 第７目

8 第８目

9 第９目

10 第１０目 【最終レビュー】 本社

　　※第一日目終了後、ⅲ）で抽出したプロセスに従って、２日目以降のヒアリング日程案をご提示しますので、
　　　プロジェクト事務局殿には、ヒアリング対象者の選定、ヒアリング日の調整をお願いします(3日～一週間内を目安に）。

実施場所回数 実施日
実施内容

　ⅲ）ｽｺｰﾋﾟﾝｸﾞに準じた対象プロセスチェーンの確認ー【有識者】
　　　：ヒアリング（可視化）対象のプロセス抽出

初日、終了時点で、２日目以降６日目迄
のヒアリング日程表＜どの部門に、何業
務を確認したいか＞をご提示します。

お手数ですが、３日～１週間を目途にヒ
アリング候補者（マネージャーと実務者必
ずペアで）をアサインください。

７日目以降は、この時点では予備日とし、
２日目以降のヒアリングでの追加業務発
生に備えます。
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３．（２）フェーズ１の進め方～本番（２日目以降）

２日目からは、主旨・目的を説明後、初日に作成したプロセスチェーン図を確認しながら・・・

【全体プロセスチェーン可視化（ビジネスシナリオ図）】

給 与 シ ス テ ム
（ A S P 利 用 ）

(旧 A S 1 製 品 )
価 格 見 積 業 務

( 旧 A S 1 2 3 製 品
A M S 及 び A P S )

社 内 価 格 登 録 管 理

注 文 主 関 連 資 料

自 動 車 シ ス テ ム
（ 受 注 ・ 売 上 ）

顧 客 か ら の 問 い 合 わ せ 対 応
１ 日 数 本 な が ら も 、
顧 客 対 応 の た め 、
丁 寧 に 時 間 も 要 す る 。

マ ス タ 登 録 依 頼
（ 購 買 課 版 ）

支 店 発 注 依 頼

自 動 車 シ ス テ ム
（ 発 注 ）

自 動 車 シ ス テ ム
（ 受 注 ・ 売 上 ）

マ ス タ 作 成 ・ 承 認
（ 商 品 企 画 部 ）

マ ス タ 承 認
（ 製 品 管 理 部 ）

マ ス タ 承 認
（ 購 買 課 ）

経 理 シ ス テ ム

入 金 情 報

基 幹 系 シ ス テ ム
（ 売 掛 管 理 ）

旅 費 精 算
（ 手 管 理 ）

基 幹 系 シ ス テ ム
（ 売 掛 管 理 ）

経 理 シ ス テ ム

イ ン タ ー ネ ッ トバ ン ク

日 立 A M S

現 品 管 理

h i- T r e e

商 品 企 画

A M S - O r a c le

海 外 出 荷 売 上 計 上
（ 本 社 特 販 部 ３ G ）

船 積 指 示 書 等 書 類 作 成 は 、 外 部 委 託 。
船 積 み 完 了 通 知 書 を 以 っ て 、 売 上 計 上 。

自 動 車 シ ス テ ム
（ 受 注 ・ 売 上 ） A M S - O r a c le

自 動 車 シ ス テ ム
（ 受 注 ・ 売 上 ） A M S - O r a c le

受 注 ・ 出 荷 指 示 ・ 売 上 計 上
（ 本 社 特 販 部 １ ・ ３ G ）

１ G ： 現 在 は 、 F A X 日 次 で 1 0 件 。
手 入 力 は 少 な い よ う に 、 マ ク ロで 対 応 し て い る の で 、
そ れ 程 大 き な 負 荷 で は な い 。

自 動 車 シ ス テ ム
（ 受 注 ・ 売 上 ）

自 動 車 シ ス テ ム
（ 受 注 ・ 売 上 ）

基 幹 系 シ ス テ ム
（ 在 庫 管 理 ）

基 幹 系 シ ス テ ム
（ 売 上 管 理 ）

自 動 車 シ ス テ ム
（ 発 注 ）

自 動 車 シ ス テ ム
（ 発 注 ）

E D I

自 動 車 シ ス テ ム
（ 受 注 ・ 売 上 ）

H I M IT H IM I T
E D I

基 幹 系 シ ス テ ム
（ 仕 入 管 理 ）

自 動 車 シ ス テ ム
（ 発 注 ）

E D I

特 約 店 サ ー ビ ス 店 日 立 A M S
委 託 倉 庫

（ 日 立 物 流 ） 経 理 部

部 長 １ 名
● ① 経 理 課 （ 課 長 ： １ 、 主 任 １ ） ； 決 算 業 務 （ 単 独 、 連 結 、 納 税 ） 、
　 　 　 　 固 定 資 産 管 理
　 ② 財 務 課 （ 課 長 ： １ 、 担 当 １ 、 派 遣 ： １ ） ； 出 納 ・ 資 金 管 理 、
　 　 　 　 給 与 計 算
　 ③ 収 計 お よ び 支 店 財 務 （ 課 長 １ 、 担 当 ： １ ）
　 ④ 業 績 管 理 業 務 （ 担 当 ： １ ）

P i t C o m 店
デ ィ ー ラ ー 一 般 仕 入 先企 画 部 門

● 企 画 本 部 （ 今 回 ヒ ア リ ン グ 対 象 部 門 ）
◎ 製 品 管 理 部 ＝ " 補 修 品 （ S S パ ー ツ ） ” と " リ ン ク 品 "
　 （ 何 れ も 主 に 支 店 扱 い ） の M O を 担 当
　 ① 旧 A S 1 製 品 ・ 価 格 見 積 業 務
　 ② 旧 A S 1 2 3 製 品 　 A M S 及 び A P S 社 内 価 格 登 録 管 理
　 - - - - -- - - ( 購 買 課 へ 移 管 予 定 、 予 定 中 ) - - -- - - - -- - - -
　 ③ 旧 A S 1 / 2 製 品 　 直 納 と 一 体 と な っ た 補 修 品 PU P 対 応
　 ④ リ ビ ル ト 品 M O 手 配
　 ⑤ 補 修 品 M O 手 配
　 以 上 を ５ 名 で 対 応 。

◎ 商 品 企 画 部 （ 部 長 以 下 、 7 名 ）
　 ① 新 商 品 企 画 開 発 （ メ イ ン 業 務 ）
　 ② マ ス タ 関 連 業 務
　 ③ 支 店 か ら の 要 請 含 む マ ス タ 承 認

情 報 管 理 部 門各 支 店

今 回 は 、 東 京 支 店 の 業 務 を 代 表 に 可 視 化 。

本 社 特 販 部

１ G ： 国 内 向 け ブ レ ー キ パ ー ツ （旧 ト キ コ 製 品 扱 い ）
２ G ： 取 扱 商 品 は 、 東 京 支 店 と 同 様 。 取 引 先 が 、 全 国 広 域 特 約 店 。
３ G ： 海 外 向 け ブ レ ー キ パ ー ツ 取 引 。

購 買 課

基 幹 系 シ ス テ ム
（ 在 庫 管 理 ）

全 社 在 庫 実 績
問 い 合 わ せ

発 注 情 報

受 注
（ 日 立 A M S ）

発 注 リ ス ト

受 注
（ 一 般 仕 入 先 ）

出 荷
（ 日 立 A M S ）

製 品

納 品 書

出 荷
（ 一 般 仕 入 先 ）

仕 入 情 報

発 注 残 デ ー タ

統 合 ロ グ イン メ ニ ュ ー で
ログ イ ン 後 に 、 そ れ ぞ れ
使 用 登 録 して い る メ ニ ュ ー
に 再 度 ロ グ イ ン して 利 用 。
① G - F IT （自 動 車 整 備 業 ）
② P D S S （ 整 備 診 断 ）
③ H IM IT （ 発 注 関 連 P i tC o m
　 教 育 申 請 含 む ）

発 注
（ 特 約 店 ）

発 注
（ サ ー ビ ス 店 ・ P it C o m 店 ）

発 注
（ 量 販 店 ）

受 注 情 報
受 注 情 報

受 注 情 報

受 注
（ 電 話 F A X )）

受 注 デ ー タ

受 注
（ 本 社 特 販 部 ２ G ）

H I M I T

受 注 情 報

E D I / H IM I T 受 注 取 込 自 動 処 理 で 、 ス ム ー ズ に 運 用 で き て い る 。
手 作 業 は な い 。

受 注 情 報
基 幹 系 シ ス テ ム

（ 在 庫 管 理 ）

在 庫 デ ー タ

E O 発 注
( 自 動 車 )

サ ー ビ ス の 場 合 は 、 E x c e l 注 文 書 を
メ ー ル 受 信 し て 、 決 裁 ー 郵 送 の み （
す べ て 書 面 で 、 自 動 発 注 は 無 し ） 。
自 動 車 も サ ー ビ ス も 、 自 動 を 前 提 と し た
同 一 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム の 自 動 化 を
目 指 し た い 。
留 意 点 ）
・ 金 額 未 確 定 分 の 下 請 法 対 応
・ 必 要 書 面 な ら び に 、 記 載 事 項
・ A M S は E D Iだ が 、 そ の 子 会 社 は 、 紙 取 引 。
・ 発 注 数 量 確 定 の た め の 需 要 見 込 み の プ ロ セ ス は 、
人 間 判 断 必 要 で 、 そ の た め に は 、 仕 込 、 納 品 、 受 注 、
発 注 の 状 況 を 見 え る こ と に
す る こ と が 必 要 。

発 注 情 報

発 注 書

受 注
（ 日 立 A M S ）

出 荷
（ 日 立 A M S ）

製 品

納 品 書

受 注
（ 一 般 仕 入 先 ）

出 荷
（ 一 般 仕 入 先 ）

日 立 物 流 内 シ ス テ ム

着 荷 ・ 現 品 確 認

発 注 情 報 が 伝 わ っ て い な い の で 、
着 荷 し た 荷 物 が 、 正 し い か ど う か の
判 断 が つ か な い 。
【 監 査 室 認 識 済 】

納 品 書

受 注 残 管 理
（ 支 店 ）

売 上 デ ー タ

入 荷
（ 特 約 店 ）

入 荷
（ サ ー ビ ス 店 ・ P it C o m 店 ）

入 荷
（ 量 販 店 ）

出 荷

出 荷 指 示
売 上 登 録

（ 支 店 ）

製 品

納 品 書

入 荷
（ 特 約 店 ）

入 荷
（ サ ー ビ ス 店 ・ P it C o m 店 ）

入 荷
（ 量 販 店 ）

受 領 書

量 販 店

基 幹 系 シ ス テ ム
（ 売 上 管 理 ）

売 掛 デ ー タ

請 求
（ 月 次 バ ッ チ ）

請 求 書

売 掛 デ ー タ 転 送

毎 日 1 回 、 夜 間 バ ッ チ 。

売 掛 デ ー タ

単 独 決 算 通 常 時 は 、 第 ４ 営 業 日 が 月 次 締 め 日 。
四 半 期 は 、 第 ３ 営 業 日 。

請 求 書 照 合
（ 特 約 店 ）

請 求 書 照 合
（ サ ー ビ ス 店 ・ P it C o m 店 ）

請 求 書 照 合
（ 量 販 店 ）

請 求 書 送 付
（ 支 店 ）

請 求 書

支 払
（ 特 約 店 ）

支 払
（ サ ー ビ ス 店 ・ P it C o m 店 ）

支 払
（ 量 販 店 ）

支 払

入 金 確 認 ・
支 店 分 入 金 消 込

入 金 会 議 資 料

入 金 差 異 確 認
（ 支 店 ）

基 幹 系 シ ス テ ム
（ 仕 入 管 理 ）

買 掛 デ ー タ 転 送

月 1 回 、 バ ッ チ 転 送 。
買 掛 デ ー タ

請 求
（ 日 立 A M S ）

請 求
（ 一 般 仕 入 先 ）

仕 入 先 請 求 書

支 払 依 頼

支 払 依 頼

買 掛 金 相 殺 ・ 支 払
今 年 度 、 相 殺 業 務 効 率 化 を 目 指 し 、
支 払 い 管 理 サ ブ シ ス テ ム を 導 入 に よ り 、
相 殺 作 業 は 、 効 率 化 さ れ た 。

仕 入 支 払

入 金
（ 日 立 A M S ）

入 金
（ 一 般 仕 入 先 ）

実 地 棚 卸 し

棚 卸 表

実 地 棚 卸 し

P i t C o m - I D 登 録

購 買 課

購 買 課

受 注 出 荷 連 絡 票

発 注
（ デ ィ ー ラ ー ）

発 注 依 頼

受 注
（ 支 店 ）

売 上 原 票売 上 原 票

受 注
（ メ ー ル ）

発 注 引 当 依
頼

受 注
（ 郵 送 ）

納 期 回 答

問 い 合 わ せ 回 答

品 名 マ ス タ 登 録
（ A P S )

マ ス タ 登 録 依 頼

品 名 マ ス タ
（ 期 首 版 ）

受 注 残 デ ー タ 未 引 当 受 注 残
問 い 合 わ せ

受 注 残 問 い 合 わ
せ 対 応

（ 購 買 課 ）

受 注 残 問 い 合 わ
せ 対 応
（ 倉 庫 ）

受 注 引 当 デ ー タ

受 注
（ 電 話 F A X )）

受 注 デ ー タ

A P S → A M S デ ー タ
転 送 . . .

受 注 デ ー タ

納 期 管 理
（ 本 社 特 販 部 １ ・ ３ G ）

A M S 山 梨 工 場 と
工 程 進 捗 と 納 期
の す り 合 わ せ （
異 常 時 の 連 絡 ）
随 時 行 っ て い る 。
必 要 な 、 顧 客 対 応
を 図 っ て い る 。

基 幹 系 シ ス テ ム
（ 在 庫 管 理 ）

基 幹 系 シ ス テ ム
（ 売 上 管 理 ）

売 上 デ ー タ

出 荷 指 示
売 上 登 録

（ 本 社 特 販 部 ２ G ）

出 荷 依 頼 表

受 注 引 当 デ ー タ
受 注 残 デ ー タ

作 業 の 多 く は 、 外 部 委 託 。
H IM O S は 、 船 積 指 示 書 を

手 作 業 で 作 成 の み
（ 日 立 物 流 に て 、 船 積 書 類 は 作 成 ） 。

In v o i c e
（ 本 社 特 販 部 ３ G ）

請 求
（ 本 社 特 販 部 １ ・ ２ ・ ３ G ）

請 求 書

I n v o ic e

入 金 入 力 （ 差 異 回 答 ）
（ 本 社 特 販 部 １ ・ ３ G ）

売 上 原 票

A M S → A P S デ ー タ
転 送 . . .

売 上 デ ー タ

基 幹 系 シ ス テ ム
（ 売 上 管 理 ）

売 上 デ ー タ

A M S 山 梨

船 積 完 了 通 知 書

ア ッ プ ロ ー ドツ ー ル 利 用

品 名 マ ス タ
（ O r a c le ）

品 名 マ ス タ
（ 現 状 版 ）

価 格 改 訂
（ 本 社 特 販 部 １ ・ ３ G ）

マ ス タ 変 更 依 頼
マ ス タ 登 録

（ A M S )

日 立 A M S

仕 切 り 価 格 契 約
（ 本 社 特 販 部 １ ・ ３ G ）

契 約 書

返 品 処 理
（ 支 店 ）

返 品 処 理
（ 本 社 特 販 部 ）

X B J L デ ー タ

M O 手 配
（ リ ビ ル ト品 、 補 修 品 ）

発 注 依 頼

在 庫 情 報
H I T S E N S E R 在 庫 計 画

（ 月 次 ）

販 売 実 績

旧 A S 1 / 2 製 品
直 納 と 一 体 と な っ た 補

修 品 P U P 対 応
( 価 格 交 渉 )

単 独 財 務 諸 表

連 結 決 算

納 税

固 定 資 産 管 理

　  １ ． 購 入
● ２ ． 償 却 計 算
　  ３ ． 売 却
　  ４ ． 滅 却
１ ， ３ ， ４ は 、 現 状 件 数 少 な く、 業 務 負 荷 は 少 な い 。

現 品 管 理
（ 期 毎 ）

業 績 報 告
（ 連 結 ）

経 営 会 議
取 締 役 会

業 績 報 告
（ 単 独 ）

勘 定 明 細 作
成

? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
1? ? ?

監 査 対 応

残 高 情 報

ホ ス ト→ G E M P L A
N E T 転 送

入 金 確 認

入 金 確 認

買 掛 差 異 管
理

与 信 管 理

件 数 が 極 端 に 多 い と い う わ け で は な い が 、
集 中 した り 、 一 件 あ た り 、 2 - 3ヶ 月 要 す る 作 業 。 E D I 設 計

請 求 明 細

入 金 会 議 資 料

月 次 入 金 〆 連 絡
売 掛 / 買 掛 残 高

統 合 ロ グ イ ン メ ニ ュ ー
管 理 ・ メ ン テ ナ ン ス ・ 配 布

マ ス タ 登 録 依 頼
（ 商 品 企 画 版 ）

マ ス タ 登 録 依 頼
（ 商 品 企 画 版 ）

注 文 主 マ ス タ 管 理
（ 情 報 管 理 部 ）

注 文 主 マ ス タ 登 録 依 頼

注 文 主 マ ス タ 登 録 依 頼
（ 回 覧 ）

注 文 主 承 認

注 文 主 マ ス タ 登 録 依 頼
（ 回 覧 ）

（ 経 理 承 認 ）

注 文 主 関 連 資 料

注 文 主 マ ス タ

登 録 完 了 連 絡

仕 入 先 承 認
マ ス タ 登 録 依 頼

（ 購 買 課 ）
仕 入 先 コ ー ド連 絡 票

（ 回 覧 ）

仕 入 先 マ ス タ

仕 入 先 登 録 依 頼
（ 支 店 ）

仕 入 先 コ ー ド連 絡 票
（ 回 覧 ）

仕 入 先 マ ス タ 登 録
（ 経 理 ）

仕 入 先 口 座 登 録

仕 入 先 コ ー ド連 絡 票
（ 回 覧 ）

仕 入 先 マ ス タ 登 録
（ 情 報 管 理 部 ）

頻 度  :  毎 月 :  5

発 注 残 デ ー タ

発 注 依 頼 票

検 収

購 買 課

検 収 デ ー タ
発 注 残 管 理

出 荷 デ ー タ
（ 直 納 - カ ー メ ー カ ー 直 送 ）

棚 卸 し 結 果 集 計

棚 卸 表

入 荷 予 定
問 い 合 わ せ

価 格 改 訂 の マ ス タ
登 録

商 品 企 画 部

受 注 残 管 理
（ 本 社 特 販 部 ２ G ）

請 求 明 細

入 金 情 報
入 金 連 絡

返 品

返 品
在 庫

赤 伝

今 後 、 何 ら か の 仕 掛 け が
必 要 と な る 業 務 。
現 状 は 、 件 数 自 体 が 少 な
い た め 、 大 き な 工 数 負 荷
に は な っ て い な い が 。
そ も そ も は 、 A M S と の
利 益 に 関 わ る 会 社 間 契 約 に
影 響 を 受 け て い る 箇 所 。

為 替 調 整 対 応
（ 本 社 特 販 部 ３ G ）

収 計 担 当

与 信 判 定 状 況 確 認

新 規 取 引 先 開 設 伺

M O 発 注
( 自 動 車 )

M O 依 頼
（ 情 報 管 理 部 門 入 力 様 式 ）

発 注 リ ス ト

仕 入 先 コ ー ド連 絡 票
（ 回 覧 ）

M O 発 注
( 自 動 車 )

M O ・ E O 発 注 後 の 納 期
管 理 M O 依 頼

（ 情 報 管 理 部 門 入 力 様 式 ）

人 事 総 務 部

部 長 以 下 、 9 名
１ ． 人 事 勤 労
　 ・ 人 事 管 理
　 ・ 給 与 ・ 賞 与 計 算
　 ・ 人 事 異 動 と 組 織 編 制
　 ・ 教 育
　 ・ 採 用 ・ 退 職
　 ・ 社 会 保 険 、 年 金 事 務
２ ． 庶 務
　 ・ 物 品 管 理
　 ・ 建 物 管 理
　 ・ 車 両 管 理 （ 保 険 含 む ）
　 ・ E T C 使 用 管 理
　 ・ 通 信 費 管 理
　 ・ 文 書 （ 契 約 書 類 、 押 印 ） 管 理
　 ・ 社 宅 管 理
３ ． そ の 他 業 務
　 ・ 環 境 、 コ ン プ ラ イ ア ン ス 他 、 事 務 局

給 与 計 算 ・ 振 込

勤 怠 管 理

人 事 管 理

各 部 門

人 事 総 務
そ の 他 業 務

受 注 出 荷 連 絡 票
返 品 に 伴 う 仕 入 取 消

返 品
返 品

（ 仕 入 先 ）

返 品 伝 票

顧客・店舗 営業
本部

企画 工場 経理
関連
会社特販部 調達 情シ 総務 仕入先

マスタ登録依頼～承認～登録（システム入力）

受入

受注

請求/入金

月次発注

随時発注

出荷

入金差異調査

売上登録

請求受領/支払

業務の流れを俯瞰的に捉え、抜本的な問題
点・阻害要因を究明します。

＊サンプルイメージです。

単純な仕事の箱を
線でつなげただけ
の図は、プロセス
チェーン図の表現と
して足りない！

プロセスの入出力
媒体を介してプロセ
スの連鎖を表現す
ることが必須です。
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３．（２）フェーズ１の進め方～本番（２日目以降）

目的を阻害する要因のありそうな業務については、オペレーションレベルまで掘り
下げ、問題ルートを可視化していきます。同時に現場の悲鳴を吸い上げます。

【業務プロセスフロー（ＥＰＣ図）】

注文内容を確
認する

各支店 情報管理部門特約店 サービス店 量販 店

PitCom店

ディーラー

発注
（特約店）

発注
（サービス店・PitCom店

）

発注
（量販店）

発注
（ディーラー）

受注
（電話FAX)）

受注
（メール）

受注
（郵送）

受注情報

自動車システム
（受注・売上）

各支店

受注（電話・FAX）受けた

頻度 : 毎日: 30

受注
（メール）を受

けた

頻度 : 毎日: 3

受注
（郵送）を受け

た

頻度 : 毎月: 5

フロン ト（東京支
店）

新規受注
変更 取り消し

問い合わせ

SY S

受注入力
（在庫引当）

マスタ未登録等で
入力不可（在庫引当不可）

入力完了

確率: 0.5

売上原票起
票

フロン ト（東京支
店）

フロン ト（東京支
店）

品名マスタ登録
（APS)

マスタ未登録

マスタ登録依
頼

マスタ登録依
頼

? 顧客対応中の作業となるため、より簡単にならないか。

? 締め切り時間が迫っている際には、より簡単な手続きにならないか。

売上原票起
票完了

売上原票の承
認を得る

承認されたも
のを購買担当
で受け取った

売上原票内
容確認

購買担当

S YS

発注引当依
頼

売上原票

売上原票

発注依頼

購買課

EO発注
(自動車)

発注依頼を受
けた

? 手書き伝票が記入作業が大変

?
手書き伝票を見ながら、一つ一つ入力する手間が掛かる。
発注・引き当てのパターンを間違わないように入力しなければならない。

基幹系システ
ム

（在庫管理）

在庫データ

購買担当

顧客へ納期回
答

フロン ト（東京支
店）

納期回答した

納期回答

納期確認 在庫確認
価格問い合わ

せ
製品仕様

問い合わせ対応
（支店）

クレーム

顧客回答した

?
問い合わせ内容に応じて、システム参照するも、データの信憑性の関係 から
結局は、人に確認することとなるのが多い。

? フロント４名の内、問い合わせに１名専任では足りない状況

フロン ト（東京支
店）

?
新規の他、変更、取消も含めここで行うが、
変更、取り消しの場合は、決裁を伴い、伺書（赤伝、理由の
記載含む）が必要となる。

変更・取消決
裁

?
フロン トが受けた受注を決裁するのがルールだが、
ダイレクトエン トリーもある。

変更・取消決
裁が下りた

支店長

EDI/HIMIT受注取込

受注取込正
常終了

受注残管理
（支店）

受注データ

HIMITの受注
を受けた

?
シス テム受注入力から、手書き伝票と人を介して、次のシステム入力に
引き継がれる非効率ルート

問い合わせ回答

確率: 0.5

フロント（東京支
店）

購買課へ依頼
のもの

商品企画へ依
頼のもの

マスタ承認
（購買課）

商品企画部

マスタ作成・承認
（商品企画部）マスタ登録完了連絡

マスタ登録完
了連絡を受け

た

本社特販部２G

受注
（電話FAX)）

受注
（電話FAX)）を

受けた

受注内容確
認

東京支店への
依頼が必要

売上原票作
成

売上原票

本社から売上
原票を受け取

った

本社からの依
頼だった

本社への入力
完了連絡 売上原票

（出荷No.受注
No）

本社への入力
完了連絡を受

けた

?
ダイアグモニター関連商品については本社で受注入力できず、東京支店へ依頼する。
手書きで売上原票記入し、支店が入力完了したら、出荷No記入して
返送してもらう。

本社入力可
能商品

SY S

受注入力
（在庫引当）

入力完了

受注残管理
（本社特販部２G）

マスタ登録依
頼

（購買課版）

マスタ登録依
頼

（商品企画...

マスタ登録完了連絡

?
一般品を扱う関係で、完全マスタ事前登録は
できない状況。
その意味で、このルートのス ピード化は、重要・必要。

?
在庫・価格は、HIMITの充実でまかなわれるが、
納期は、支店・本社間のアナログ管理。
フォローする仕掛けが無い。

?
納期は、そ の場その場で、そ の都度確認すべきの
考え、対応が強い。

? 在庫確認については、倉庫の入力タイミン グとデータの信憑性に懐疑心あり。

?
品種が多く、カタログの改訂 も頻繁。
カタログと一緒に電子データでマスタの基本情報だけでも
もらえないか。
但し、仕入値ならびに価格は、都度交渉となる。
事前のマスタ登録は難しい状況。

支店発注依頼

自動車シス テ ム
（受注・売上）

受注
（電話 FAX)）

受注データ

基幹系シス テム
（在庫管理）

在庫データ

発 注
（ディーラー）

発注依頼

受注
（支店）

売上 原票売上 原票

受注
（メール）

発注引当依
頼

受注
（郵送）

納期回答

問い合わせ回答

マス タ登録依頼

売上原票

発注依頼票

ディーラー 各 支店

今回は、東京支店の業務 を代表に可視化。

? 顧 客 対 応 中 の 作 業 となるた め 、 より簡 単 に なら ない か。

? 締 め 切 り時 間 が 迫 って い る際 に は、 よ り簡 単 な手 続 き に なら ない か。

?
一 般 品 を扱 う 関 係 で 、完 全 マス タ事 前 登 録 は
でき な い状 況 。
そ の 意 味 で 、 この ルー トのス ピー ド化 は、 重 要 ・必 要 。

?
品 種 が 多 く、 カタログ の改 訂 も頻 繁 。
カタログと一 緒 に 電 子 デ ータで マス タの 基 本 情 報 だ け でも
もら え な いか 。
但 し、仕 入 値 な らび に 価 格 は、 都 度 交 渉 とな る。
事 前 の マス タ登 録 は 難 しい 状 況 。

各業務局面での課題をヒアリングで同時に抽出
【業務の流れの可視化と同時に目標達成の阻害
要因となる実務上の事象・現場の悲鳴を抽出】

＊サンプルイメージです。
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３．（２）フェーズ１の進め方～本番（２日目以降）

これを繰り返すことで、問題となる処理ルートと問題事象の因果関係を探りながら、
抜本的問題を探し当てます。
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FAXオーダ様式A02

関連工事会社

引 取プロセス
（顧客）

引取プロセス
（関連）

オーダ（VAN)

受取プロセス
（関連）

受注 プロセス
（受 注部）

オーダ（VAN)

A社
受注部門

発注
（顧客）

 A社　○○事業　取引

一般顧客

発注
（関 連会社）

受注担当

受注担当

受注 プロセス
（受 注部）

オーダ（VAN)

FAXオーダ様式A02

38

３．（３）フェーズ１成果事例

ＶＡＮによる
オーダ受付

ＦＡＸによる
オーダ受付

①A社では、オーダを「ＶＡＮ」と「ＦＡＸ」で受付けている。

ＦＡＸ受付時の手間（業務量）が大きな負荷になってい

ることを定量的に可視化した。

ＦＡＸによる業務量

②この結果を基に、FAX送付元を分析し、FAX送付が多

い依頼元会社が、VANを使える環境があるにも関わら

ず、FAXしていたことが発覚し、運用ルールを再定義

（ＦＡＸ禁止）し、業務を変えることなく、システムも変

更することなく、業務量を半減することに繋げた。

問題の
ﾙｰﾄ
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３．（４）フェーズ２のタスク概要

フェーズ１成果の抜本的問題解決方針を引き継ぎ、具体的に解決するための
新プロセスを設計するフェーズで、以下のタスクから成ります。

●進め方のポイント
①現業部門との擦り合わせ～新オペレーションフロー定義

ワーキングチームへ「新プロセス案作成」で定義した新業務

チェーン案を基に、現業部門で業務遂行上漏れの無い様に、

新オペレーションフローを定義します。

定義のための審議は、第一フェーズで実施したように、該当

プロセスチェーン単位に参加頂き、２時間を基本に実施します。

同時に、各部の役割と責任の定義と意識付けを図ります。

ワーキングチームで、決定・判断できない事項については、

ステアリングコミッティへ付議します。

弊社コンサルタントからは、新プロセスと新システムの

提案をします。

②ステアリングコミッティへの付議

現業部門だけでは判断できない変更事項について、審議

決定します。

③全体レビュー（２時間×２回）

定義した新業務フローをプロジェクトメンバ全員で

審議します。

④新業務プロセス定義

⑤業務移行計画

⑥システム移行計画

業務とシステムの移行時期、手順を踏まえ新業務プロセス

として纏めます（推進コアチーム）

●作業概要

①現業部門との擦り合わせ
～新オペレーションフロー定義

②ステアリングコミッティへの付議
③全体レビュー
④新業務プロセス定義
⑤業務移行計画
⑥システム移行計画

新プロセス
案作成

現業部門・幹部
との

擦り合わせによる
新プロセス定義

残課題
整理

新業務
・システム化
方針まとめ

／
RFP作成

(3日) (10日) (2日) (5日)
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４． 実績

１． 基本アプローチ＝ＢＰＭアプローチに準拠

（１）BPMアプローチ実績

（２）適用事例～モニタリング

２． ＢＰＭアプローチによる『企画～業務要件定義』
フェーズのタスク内容と特長

３． 『企画～業務要件定義』ﾌｪｰｽﾞの基本手順と成果物
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一般企業様向けコンサルテーションサービス成果実績（１／２）

４．実績

（１）BPMアプローチ実績

41
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４．（１）BPMアプローチ実績（続き）

一般企業様向けコンサルテーションサービス成果実績（２／２）
期間 会社名 業種/業態 業務分析／文書化／ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾃﾞｻﾞｲﾝ システム構築(SAP)

B13社 自動車FA製造

B14社 アンテナ製造

B15社 半導体製造装置・防衛

B16社 化粧品製造販売

B17社 生命保険

B18社 FA設計製造

他、２５社以上

2008 C1社 システム開発 hi-ｆronts拡張のプロセス分析・設計

2008 C2社 自動車部品製造 SAP導入前のプロセス分析・設計

2008 C3社 ｶｰﾃﾝ輸入販売 業務改革（間接コスト３０％削減）

2008-2010 他、２０社以上 業務改革（現状業務可視化分析、再設

2009 C4社 歯科医療機器販売 業務改革（３億の部品在庫を半減） ※倉庫、調達、経理システム再構築へ引き継ぐ。

2009 C5社 自動車ﾊﾟｰﾂ販売 効果的脱HOSTの為のプロセス分析・設計

2009-2010 C6社 システム開発保守 業務改革（V1プロジェクト：販売管理業務の効率化） 既存SAPの受注予算/実績と受注活動を連携したﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞの実現

2010 C7社 飲食業 業務改革（間接人員67-52名、BPO化）

2010 C8社 発電所建設保守 業務改革（残業200Hの原因調査、分析）

2010 C9社 自動車部品製造 業務改革（緊急輸送費予算外０化の実現） ※BPMSツールを使った設計プロセスの実装

2010 C10社 ﾘﾁｳﾑｲｵﾝ電池製造 佐和工場システムから分離するプロセス分析・設計

2011 C11社 金型・鋳造 業務改革（利益を生み出す原価管理プロセス再設計）

2011-2012 C12社 産業機械製造 SAP導入前のプロセス分析・設計 ※構築は(情シ事)が引き継ぎ導入中

2013 C13社 電線・関連機器製造 SAP導入前のプロセス分析・設計 ※構築は(日立金属)が引き継ぎ導入中

2014 C14社 PB無線アンテナ工事 業務改革（PM業務の現状を分析し、70M\削減 50M\で実現見通しのプロセス設計）

2014 C15社 PB無線アンテナ工事 業務改革(保守業務の間接工数３割以上削減

2015 C16社 香料メーカー

2015 C17社 ITベンダー（新規ビジネス） 「EDIから始まるERP新ビジネス」構想設計、立上げ、提案支援

AgilePLM導入を前に、研究開発プロセスについて、可視化、分析評価、工数大幅削減、LT短縮プロセスの設計

2006-2008
(続き)

内部統制J-Sox（文書化、テスト）
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４．（２）適用事例～モニタリング

【整備・定着化・改善のためのモニタリング手法】

not O.K. O.K.

checking
calculations of

interest 

checking
calculation of

costs

calculations
checked but not

verified

informing the
claimant

asking claimant
to adjust the

application
within 4 weeks

claimant
informed and

asked

deciding who
informs the

claimant

decided for the
registrar

decided not for
the registrar

registrar gives
writing office

order to
compose a letter

letter composed

transmitting the
letter and order

to the courts
office

transmitted to
the courts office

adding the order
to the file

transmitting the
letter to the post

office

order added letter transmitted

sending letter to
claimant

letter sent to
claimant

issueing
payment order

informing the
defendand about

his options

payment order
isssued

defendand
informed

giving order to
the courts office
to serve payment

order

order given

comissioning to
serve the

payment order

served by the
post 

served by the
police

checking if
serving was
successful

successfulincorrect/incompl
ete document

transmitting the
serving

document to the
court

serving
document

transmitted

examining the
serving

document

registrar

serving
document
examined

giving order to
demand a

repeated serving
to the post

informing  the
parties (module1)

serving has not
been possible

informing
claimant&ask him to
adjust the direction

of the defendand
within 3weeks

order not given

sending
objection to the

post office
defendand

objection
received by the

post office

sending
objection to the

courts office
post office

objection sent

adding objection
to the file

transmitting
objection to

registrar

objection added transmitted to
registrar

informing claimant
about objection and
his options to react

(Module1)

claimant
informed

checking if claimant
wants to engage the

ordinary legal
procedure

yes no

applying for the
divesture to the

judge

paying the costs
for an ordinary

procedure

applied costs payed

giving an order to
inform the central

costs office to send
him the file

order given

sending file to
claimant cost office

sent to claimant

executing the file

file was executed

sending back the
file to courts

office

file received in
courts office

claimant

registrar

writing office

courts office

Module 1

registrar

claimant
informed

using Module 1!
order given parties informed

registrar

courts office

Module 2

registrar

registrar

claimant

transfering the
procedure to the
competent court

transfered

informing the
parties about the

transfer
(Module1)

parties informed

check if procedure
should be

transferred  to other
court upon request

of claimant

no request of
claimant 

request of
claimant

asking if
defendand

agrees (Module2)

defendand
agrees to

transfer to
another court

defendand
agrees not

informing
defendand about

the request
(Module 1)

registrar

defendand
informed

issueing the
enforcement order
upon application of

the claimant
(Module2)

declaration about all payments

enforcement
issued

checking if
application is

conform to the
time limit

O.K.not O.K.

arranging the
serving

procedure
registrar

serving
procedure
arranged

issueing a
executed copy

executed copy
issued

registrar

arranging the
archiving of the

file

procedure has
finished

arranged

registrar

archiving the file courts office

checking if file is
archived three

years

file archived

no yes

destructing all
costituent parts of
the file except for
the enforcement

order 

destructed

signalizing on the
file if executed
doc has been

issued

signalized

destroying  the
whole file after

30years

file destroyed
after 30 years

executing the
procedure

見積

売上・業績管理

業務
ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ

監視

ロ
グ

ロ
グ

ロ
グ

評価
／

分析

新プロセス
設計

現場
ARIS PPM

（ログ結合⇒フロー化）
業務改革

プロジェクト

受注・手配

ロ
グ

一連の流れの中から、因果関係ボトルネックを尽きとめ、Ｑｕｉｃｋな改善を継続する。


